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「
デ
ュ
ー
ク
更
家
の
＂
か
ら
だ

リ
セ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
塾
＂」

と
題
し
た
講
演
と
と
も
に
デ
ュ
ー

ク
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン

が
行
わ
れ
、
参
加
者
も
一
緒
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
デ
ュ
ー
ク
さ
ん
か

ら
「
正
し
い
姿
勢
で
気
持
ち
よ
く

歩
く
こ
と
が
、
体
調
を
良
く
す
る

第
一
歩
」
な
ど
と
指
導
さ
れ
、
姿

勢
を
正
す
た
め
の
立
ち
上
が
り
方

の
コ
ツ
な
ど
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、＂
歩
く
こ
と
に
よ
る

健
康
づ
く
り
＂を「
歩
キ
ン
グ
」と

名
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の「
歩
キ

ン
グ
」と
い
う
名
称
に
は
、「
歩
く
」

に
英
語
の
現
在
進
行
形「
iイ
ン

グ
n
g
」

を
付
け
、「
現
在
も
こ
れ
か
ら
も

歩
き
続
け

て
、
ま
ち

じ
ゅ
う
を

元
気
に
し

た
い
」と

い
う
願
い

を
込
め
て

い
ま
す
。

そ
の
取
組
み
を
ま
ち
じ
ゅ
う
に
広

め
る
た
め
に「
歩
キ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

健
康
に
ま
つ
わ
る
体
験
や
思
い
、

願
い
な
ど
を
詠
ん
だ
川
柳
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
3
2
4
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

特
別
賞
を
3
作
品
選
び
、
会
場
で

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

※
応
募
の
あ
っ
た
「
と
よ
お
か
健

康
川
柳
」
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　市では、7月5日、日高文化体育館で「とよおか元気あっぷフェスタ」を開催しました。
　これは、誰でも手軽に取り組みやすい“歩くことによる健康づくり”「歩

ある

キング」を普及・啓
発するために開催したものです。
　ウォーキングドクターのデューク更

さら

家
いえ

さんの講演会では、実技も交えた分かりやすい指導を受
け、参加した約450人が、楽しく健康的なウォーキングを体験しました。
　そのほか、歩キングセレモニーでは、とよおか健康川柳特別賞の表彰、テーマソングの発表、
歩キングデーの制定を宣言しました。また、会場では、体組成測定や血管推定年齢測定などの体
験や、歩キングマップの配布を行いました。

《問合せ》健康増進課保健指導係☎24︲1127

デ
ュ
ー
ク
更
家
さ
ん
に
よ
る

講
演
会

「
歩
キ
ン
グ
」
セ
レ
モ
ニ
ー

と
よ
お
か
健
康
川
柳

特
別
賞
の
表
彰

デューク更家さん（中央）にウォーキングレッスンを受ける参加者たち

とよおか元気あっぷフェスタを開催しました

楽しく、健康的に“美
び

ウォーク”

市
長
賞

 

健
康
に　

老
い
て
家
族
の

　

知
恵
袋

泉
町　

福
伊
英
子

運
動
部
門
賞

 

継
続
に　

健
康
貰
う　

歩
数
計

正
法
寺　

細
田
一
三
男

栄
養
部
門
賞

 

手
作
り
が　

こ
ん
な
に
う
ま
い

　
　

に
ぎ
り
飯

日
高
町
西
芝　

田
原　

章

コーちゃん
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市
で
作
詞
作
曲
し
た
歩
キ
ン
グ

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
L
e
t
s
歩

キ
ン
グ
」
を
、
出
石
少
年
少
女
合

唱
団
が
、
か
わ
い
い
振
り
付
け
に

足
踏
み
を
し
な
が
ら
声
高
ら
か
に

発
表
し
ま
し
た
。

　

歩
キ
ン
グ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
L
e
t
s
歩
キ
ン
グ
」
の
C
D

を
作
成
し
ま
し
た
。「
歩
く
こ
と

に
よ
る
健
康
づ
く
り
」
の
推
進
の

た
め
、
地
域
や
職
場
、
学
校
な

ど
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
所
に

C
D
を
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

「
L
e
t
s
歩
キ
ン
グ
」
を
試
聴

で
き
ま
す
。

　

な
お
、C
D
は
、
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
健
康
増

進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、

「
火
」
と

い
う
字
が
、

人
の
歩
く

姿
に
似
て

い
る
と
い

う
こ
と
か

ら
、
毎
週

火
曜
日
を

「
歩
キ
ン
グ

デ
ー
」
と

し
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
歩
く
こ
と
に
よ
る
健

康
づ
く
り
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

特
に
火
曜
日
は
、
普
段
は
車
な

ど
を
使

う
所
を
、

少
し
で

も
歩
く

こ
と
に

挑
戦
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
歩
く
こ
と
に
よ
る

健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
歩
く
こ
と
は
足
し
算
で
O
K

　

一
度
に
ま
と
め
て
30
分
間
歩
い

て
も
10
分
間
を
3
回
歩
い
て
も

効
果
は
同
じ
で
す
。

・
足
り
な
い
分
は
休
日
に
歩
く

　

平
日
歩
く
機
会
が
少
な
い
場
合

は
、
そ
の
分
、
休
日
に
ま
と
め

て
歩
い
て
も
効
果
は
同
じ
で
す
。

・
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
で
歩
数
を
確
保

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
な
く
、
な

る
べ
く
階
段
を
使
用
し
、
駐
車

場
で
は
、
入
り
口
か
ら
遠
く
に

駐
車
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
歩
く
と
き
は
正
し
い
姿
勢
で
気

持
ち
よ
く

　

短
い
距
離
で
も
正
し
い
姿
勢
で

歩
く
と
効
果
的
で
す
。

　

平
成
19
年

に
実
施
し
た

市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結

果
、「
意
識

的
に
体
を
動

か
そ
う
と
し
て
い
る
人
の
割
合
」、

「
運
動
習
慣
者
の
割
合
」
が
少
な

い
と
い
う
現
状
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
部
に
比
べ
、
車
の

利
用
が
多
く
、
歩
く
習
慣
が
少
な

い
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
予
防
で
も
、

運
動
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
中
で

身
体
を
動
か
す
量
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
、
重
要
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
数
値
目
標
を
掲
げ
、
そ

の
達
成
に
向
け
、
誰
で
も
気
軽
に

取
り
組
み
や
す
い
「
歩
く
こ
と
に

よ
る
健
康
づ
く
り
（
歩
キ
ン
グ
）」

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
今
回
、

「
と
よ
お
か
元
気
あ
っ
ぷ
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
、
歩
キ
ン
グ
へ
の

取
組
み
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
豊
岡
市
健
康
行
動
計

画
「
と
よ
お
か
健
康
ぷ
ら
ん
21
」

で
、「
意
識
的
に
体
を
動
か
そ
う

と
し
て
い
る
人
の
割
合
」
を
平
成

22
年
に
63
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
「
歩
キ
ン
グ
」
を
し

ま
し
ょ
う
。

毎
週
火
曜
日
は

「
歩
キ
ン
グ
デ
ー
」

▲テーマソングを発表する出石少年少
女合唱団の子どもたち

●
少
し
で
も
歩
く
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
「
歩
キ
ン
グ
」
を
し
ま
し
ょ
う
!

とよおか健康ぷらん21
「意識的に体を動かそうと
している人の割合」

↓
 平成19年　52.1%

 平成22年 63%以上

歩
キ
ン
グ
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
Lレ
ッ

ツ

e
t
s
歩
キ
ン
グ
」
の発表

●〝
歩
く
〟ム
ー
ド
づ
く
り
に
協
力
を
!

　

〜
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の

C
D
を
配
布
し
ま
す
〜▲「毎週火曜日は歩キングデー」と発表

各
地
区
の「
歩
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」を

作
成
し
ま
し
た

▲特別賞を受賞した（左から）田原さん、
細田さん、福伊さん

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
モ
デ
ル
コ
ー

ス
を
6
コ
ー
ス
選
定
し
、
歩
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
は
、
健
康
増
進
課
と
各
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
の
窓
口
に
置

い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

マ
ッ
プ
を
片
手
に
歩

い
て
み
ま
し
ょ
う
。

オーちゃん



2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）7
月
24
日
ま
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移
行

テ
レ
ビ
放
送
は
あ
と
2
年
以
内
に

　

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
変
わ
り
ま
す
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ビ
ま
た
は
今
の
テ
レ

ビ（
ア
ナ
ロ
グ
）に
地

上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
や
地
上
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵

の
録
画
機
器
を
接
続

す
る
こ
と
で
受
信
で

き
ま
す
。

　

通
信
や
放
送
な
ど
に
使
え
る
電

波
は
無
限
で
は
な
く
、
あ
る
一
定

の
周
波
数
に
限
ら
れ
て
お
り
、
現

在
の
日
本
で
は
、
過
密
に
使
用
さ

れ
て
い
る
た
め
、
使
用
で
き
る
周

波
数
に
余
裕
が
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の

電
波
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、
不
足
し
て

き
て
い
る
国
内
電

波
の
有
効
活
用
を

図
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

迫
力
あ
る
画
像
や
音
響
が
楽
し
め

る
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
、
天

気
予
報
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
瞬
時
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
防
災
、
医
療
、
教
育

な
ど
の
分
野
で
の
テ
レ
ビ
放
送
の

活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
城
崎
中
継
局（
来
日
岳
）、

香
住
中
継
局（
三
川
山
）、
兵
庫

日
高
中
継
局

（
城
山
）か
ら

テ
レ
ビ
放
送

の
電
波
を
受

信
し
て
い
る

方
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
小
規
模
中
継
局
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
、
豊
岡
戸
牧
、
豊
岡
栄

は
年
内
、
出
石
町
分
、
豊
岡
江
野
、

竹
野
、
豊
岡
高
屋
、
豊
岡
西
戸
牧

は
来
年
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
地
形
難
視
に
よ
る
テ
レ

ビ
共
聴
施
設
で
は
、
約
半
数
の
施

設
で
デ
ジ
タ
ル
対
応
が
進
ん
で
い

ま
す
。

①
自
宅
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て

受
信
し
て
い
る
方

　

U
H
F
ア
ン
テ
ナ
と
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
対
応
の
テ
レ

②
集
合
住
宅
で
共
同
受
信
し
て
い

る
方

　

①
と
同
様
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る
か
、
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
を
買
い

足
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
共
同
受
信
施
設
の

改
修
な
ど
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
改
修
予
定
を
管

理
組
合
の
代
表
者
ま
た
は
管
理
人

に
相
談
く
だ
さ
い
。

③
受
信
障
害
対
策
の
共
同
受
信
施

設︵
共
聴
施
設
︶を
利
用
し
て
い

る
方

　

①
と
同
様
で
す
が
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
受
信
障
害
に

強
い
方
式
を
採
っ
て
い
る
た
め
、

山
や
ビ
ル
陰
な
ど
の
受
信
障
害
を

受
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
直

接
受
信
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
共
同
受
信
施
設
を
利

用
す
る
場
合
は
、
施
設
の
改
修
な

ど
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
改
修
予
定
を
施
設
管
理

者
に
確
認
く
だ
さ
い
。

④
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て

い
る
方
、
加
入
を
考
え
て
い
る

方

　

新
た
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
な

く
て
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し

て
受
信
で
き
ま
す
が
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
方
式
に
よ
り
必
要
な
機

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ（
地
デ
ジ
）放
送
は
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
方

式
と
比
べ
て
、
よ
り
高
品
質
な
映
像
と
音
声
を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
新
た
な
放
送
方
式
で
す
。

　

2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）7
月
24
日
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
の
完
全
移
行
に
向
け
て
、
現
在
、
全
国
で
中
継
局
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
宅
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
。
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》情
報
推
進
課
☎
23
Ｉ
5
4
9
1
ま
た
は
兵
庫
県
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
兵
庫
）説
明
会
事
務
局

☎
0
7
8
Ｉ
3
2
5
Ｉ
1
4
6
1

な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
に
な
る
の
？

も
う
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

▲地上デジタル放送に対応して
いる機器は、このマークが目印▲UHFアンテナ（全帯域対応）



広報とよおか　2009.7.255

器
が
異
な
り
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
の
視
聴
方
法
を
確
認
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
総
務
省
の
兵
庫
県
テ

レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
説
明
・
相
談
会
を
下
表
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

メ
リ
ッ
ト
や
必
要
な
機
材
を
紹
介

す
る
ほ
か
、
実
際
に
画
面
を
見
た

り
、
リ
モ
コ
ン
操
作
の
体
験
な
ど
、

地
デ
ジ
化
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
き
め
細
か
く
説
明
し
ま
す
。

　

ま
だ
地
デ
ジ
に
移
行
さ
れ
て
い

な
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
地
デ
ジ
に

し
た
け
れ
ど
使
い
方
が
よ
く
分
か

ら
な
い
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

　

会
場
で
は
、

地
デ
ジ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に

よ
り
、
個
々

の
受
信
環
境

を
ど
う
生
か

せ
る
の
か
、

改
修
が
必
要

な
の
か
な
ど
の
個
別
相
談
も
行
い

ま
す
。

　

説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
方
は
、

申
込
み
に
よ
り
、
地
デ
ジ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
無
料
で
お
宅
に
訪
問
し
、

説
明
や
テ
レ
ビ
や
ア
ン
テ
ナ
の
受

信
状
態
な
ど
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
離
れ
て
暮
ら
す
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
の
家
族
が
、
代

理
で
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
も

可
能
で
す
。
戸
別
訪
問
の
時
間
は

30
分
程
度
で
す
。

気
軽
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に

関
す
る
誤
っ
た
情
報
や
不
十
分
な

情
報
に
基
づ
い
て
、
関
連
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
悪
質
商

法
に
注
意
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
調
査
員
、
ア
ン
テ
ナ
工

事
業
者
、
国
や
放
送
事
業
者
な
ど

と
名
乗
っ
て
、
不
正
請
求
を
行
っ

た
り
す
る
例
も
起
き
て
い
ま
す
。

●
怪
し
い
と
思
っ
た
ら

・
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
を
確
認

で
き
る
も
の
で
、
訪
問
者
の
名

前
・
住
所
・
免
許
番
号
な
ど
を

聞
き
、
メ
モ
を
取
る（
偽
造
名

刺
に
は
注
意
）。

・
頼
ん
で
い
な
い
要
件
や
知
ら
な

い
要
件
、
ま
た
は
一
方
的
な
要

件
は
、
は
っ
き
り
断
る
。

・
ど
ん
な
要
求
を
さ
れ
て
も
、
自

分
の
判
断
で
お
金
は
払
わ
な
い
。

・
絶
対
に
部
屋
に
上
が
ら
せ
な
い
。

・「
不
審
者
」と
思
っ
た
ら
、
家
族

や
近
所
、
最
寄

り
の
警
察
に
相

談
す
る
。

　

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
総
務

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
soutsu/kinki/2011

地域 地区 場所 住所 日時

豊岡

市街地 豊岡地区公民館 立野町1-4 ８月10日（月）午前10時〜
八条 八条地区公民館 九日市下町402 ８月10日（月）午後２時〜
三江 三江地区公民館 庄境626 ８月20日（木）午後２時〜
田鶴野 田鶴野地区公民館 野上162 ８月20日（木）午前10時〜
五荘 五荘地区公民館 上陰137-7 ８月10日（月）午前10時〜
新田 新田地区公民館 河谷596 ８月20日（木）午後２時〜
中筋 中筋地区公民館 圡渕281-1 ８月20日（木）午前10時〜
奈佐 奈佐地区公民館 吉井593-5 ８月10日（月）午後２時〜
港 港地区公民館 気比2435 ８月21日（金）午前10時〜
神美 神美地区基幹集落センター 三宅81-1 ８月19日（水）午前10時〜

城崎 城崎 城崎地区公民館（城崎総合支所内）城崎町桃島1057-1 ８月21日（金）午後２時〜

竹野
竹野南 竹野南地区公民館 竹野町森本984-1 ８月28日（金）午後２時〜
中竹野 中竹野地区公民館 竹野町轟1051 ８月17日（月）午前10時〜
竹野 竹野地区公民館 竹野町竹野2946-1 ８月17日（月）午後２時〜

日高

国府 国府地区コミュニティーセンター 日高町野々庄934-2 ８月19日（水）午後２時〜
八代 八代ふれあいセンター 日高町中333-1 ８月19日（水）午前10時〜
日高 日高農村環境改善センター 日高町国分寺850 ８月17日（月）午後２時〜
三方 三方地区基幹集落センター 日高町栗山901-2 ８月17日（月）午前10時〜
清滝 清滝会館 日高町山宮1337-1 ８月27日（木）午前10時〜
西気 西気地区コミュニティーセンター 日高町栗栖野739-1 ８月27日（木）午後２時〜

出石

弘道 弘道地区公民館（出石総合支所内）出石町内町1 ８月28日（金）午前10時〜
菅谷 菅谷地区高齢者生活支援センター出石町荒木810 ８月27日（木）午前10時〜
福住 福住地区交流センター 出石町福住460-1 ８月26日（水）午後２時〜
寺坂 寺坂地区交流センター 出石町寺坂157 ８月26日（水）午前10時〜
小坂 小坂地区多目的研修集会施設 出石町福居946 ８月27日（木）午後２時〜
小野 袴狭集会所 出石町袴狭1392-1 ８月19日（水）午後２時〜

但東
資母 資母体育館 但東町中山706 ８月26日（水）午後２時〜
合橋 合橋地区公民館（但東総合支所内）但東町出合150 ８月21日（金）午前10時〜
高橋 高橋地区公民館 但東町久畑830 ８月21日（金）午後２時〜

＜地デジ説明・相談会＞

地
デ
ジ
説
明
・
相
談
会
を
開
催

し
ま
す

希
望
に
よ
り
無
料
で

戸
別
訪
問
も
行
い
ま
す

悪
質
商
法
に
注
意
く
だ
さ
い
！
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　高齢者や障害者、介護や育児を担っている方など、地域には、周囲の支えを必要としている方
がたくさんいます。特に、今後は、超高齢社会を迎え、認知症など何らかのハンディがある高齢
者や介護をする家族の数はますます増えると予測されています。なかでも、認知症の方は、2005
年の約170万人が、20年後の2025年には320万人に増えていくと推計されており、誰もがなるお
それのある病気であり、決して人ごとではありません。
　私たちは今、高齢者虐待や消費者被害、振り込め詐欺など、さまざまな権利侵害の危険をはら
んだ世の中で生活をしています。生命や財産を守り、また権利が侵害された状態から救うという
だけでなく、本人の生き方を尊重し、本人が自分の人生を歩むことができるよう、誰もが安心し
て暮らせる地域を目指していきましょう。

《問合せ》介護保険課地域包括支援センター☎24︲2409

　

認
知
症
に
な
る
と
、「
理
解
力
・

判
断
力
の
低
下
」
に
よ
り
、
適
切

に
物
事
の
判
断
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
こ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
危
険
で
す
よ
」「
健
康
に

い
い
か
ら
」な
ど
と
い
っ
て
、
高

額
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
契
約
さ

せ
た
り
、
寝
具
や
浄
水
器
を
売
り

つ
け
た
り
す
る
悪
徳
商
法
や
、「
振

り
込
め
詐
欺
」な
ど
が
あ
り
、
認

知
症
で
判
断
力
が
十
分
で
な
い
方
、

一
人
暮
ら
し
で
周
囲
に
相
談
で
き

る
人
が
い
な
い
方
が
被
害
者
と
な

る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
契
約
や
、

不
動
産

の
処
分
、

遺
産
分

割
を
す

る
際
に
、

本
人
が

十
分
な

意
思
表

示
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め

に
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
例
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
高
齢
者
な
ど
判
断
能
力

が
十
分
で
な
い
方
の
権
利
や
財
産

を
守
り
、
悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

公
的
な
仕
組
み
と
し
て
「
成
年
後

見
制
度
」
や
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
援
助
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
自

分
や
家
族
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
利
用
を
検

討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
成
年
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十

分
な
た
め
に
、
財
産

侵
害
を
受
け
た
り
、

人
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
法

律
面
や
生
活
面
で
支
援
を
受
け
る

身
近
な
仕
組
み
で
す
。

︻
成
年
後
見
の
申
立
手
続
き
に
関

す
る
こ
と
︼
神
戸
家
庭
裁
判
所
豊

岡
支
部
☎
22
－
2
8
8
1

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　

日
常
的
な
金
銭
管
理
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
が
自
分
の

判
断
だ
け
で
は
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
方
の
支
援
を
し
て
い
く
た
め

の
制
度
で
す
。

︻
利
用
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
こ

と
︼
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
中

央
セ
ン
タ
ー
☎
43
－
1
3
3
3

　

平
成
18
年
4
月
に
「
高
齢
者
虐

待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に

対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律

（
高
齢
者
虐
待
防
止
法
）」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
高

齢
者
本
人
と
共
に
養
護
者
（
介
護

者
）
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
19
年
度
の
厚
生
労
働
省
の

調
査
に
よ
る
と
、
家
庭
内
で
虐
待

を
受
け
た
高
齢
者
の
中
で
、
半
数

近
く
に
認
知
症
の
症
状
が
み
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

高
齢
者
虐
待
の
要
因
の
一
つ
に
は
、

「
介
護
疲
れ
」
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護

す
る
こ
と
は
、
症
状
の
特
性
で
あ

る
同
じ
話
の
繰
り
返
し
や
物
盗
ら

れ
妄
想
、
徘は
い

徊か
い

な
ど
、
介
護
者
の

身
体
的
・
精
神
的
負
担
が
大
変
大

き
い
も
の
で
す
。

　

時
に
、
そ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
い
ら
立
ち
を
感
じ
る
こ
と
や
、

本
人
の
望
ま
な
い
生
活
を
強
い
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
結
果
と
し

て
虐
待
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
行
為
は
虐
待
に
あ

﹁
理
解
力
・
判
断
力
の
低
下
﹂
の

た
め
に
、
悪
徳
商
法
な
ど
の
被

害
に
遭
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す

家
庭
内
で
起
こ
る
高
齢
者
虐
待

の
半
数
近
く
に
、
認
知
症
の
症

状
が
み
ら
れ
ま
す

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
!

    地域包括支援センターだより
高齢者の尊厳と権利を
　　　　　 守りましょう!
～誰もが安心して暮らせる地域を目指して～
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た
り
ま
す
。

　

下
表
の
「
5
つ
の
安
心
の
目
安

（
指
標
）」（「
暮
ら
し
」「
家
族
」「
身

体
」「
認
知
症
」「
経
済
状
況
」）
は
、

生
活
す
る
上
で
の
課
題
や
困
り
事

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
見
受
け
ら

れ
た
り
、「
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
」

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
市
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

く
だ
さ
い
。
結
果

と
し
て
、
何
も
な

け
れ
ば
、
そ
れ
に

越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
相
談
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん

を
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に

支
え
、
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健

や
か
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活

し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
。
前
記
に
関
す
る
相
談
は
、
市

と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
受
け

て
い
ま
す
。
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

2
月
25
日
発
行
の
市
広
報
で
募

集
し
た
介
護
予
防
川
柳
の
優
秀
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
サ
イ
ン
を
見
つ
け
た
ら

ま
ず
相
談
を
!

介
護
予
防
川
柳

声
か
け
は　

時
に
は
人
を

　

す
く
え
る
よ

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
星
人
）

支
え
あ
う　

近
所
が
あ
れ
ば

　

笑
顔
に
な
れ
る

（
中
嶋
忠
男
）

種　　類 内　　　　　　　　容

身体的虐待 　暴力的行為などで、身体にあざ、痛みを与える行為や、外部との接触
をさせないようにすること

介護・世話の
放棄・放任

（ネグレクト）

　意図的であるか、結果的であるかにかかわらず、介護や生活の世話を
行っている家族が世話を放棄または放任し、高齢者の生活環境や、高齢
者自身の身体・精神的状態を悪化させていること

心理的虐待 　脅しや侮辱の言葉、威圧的な態度、無視、嫌がらせなどによって、精
神的・情緒的に苦痛を与えること

性的虐待 　本人と合意なく性的な行為を行ったり強要したりすること

経済的虐待 　本人の合意なしに財産や金銭を使用したり、本人が望む金銭の使用を
理由なく制限すること

※自分自身で必要な介護や世話を受け入れない生活をしている「セルフネグレクト（自
己放任）」も社会的に問題となっています。

センター名 住所 電話番号

豊岡地域包括支援センター 城南町23-6 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 城崎町湯島625-9 32-4599
城崎・竹野地域包括支援センター

（竹野分室）
竹野町須谷1478 47-1425

日高地域包括支援センター 日高町祢布891-2 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 出石町福住1302 52-7015
出石・但東地域包括支援センター

（但東分室）
但東町出合433-1 54-0515

〈5つの安心の目安（指標）の説明〉
（財団法人厚生労働問題研究会「ご近所見守りシート」から抜粋）
サイン 説　　明

暮
ら
し

　ごみがあふれてい
る。衣類が汚れたまま
になっている。

　定期的にごみ出しがなく、生活している印象も薄く、調理や
掃除など基本的な生活状況に不安のある状態です。うまく介護
保険サービスなどの利用を勧めることで、改善する可能性があ
ります。

　しばらく顔を合わさな
い。新聞、郵便物が
たまっている。

　以前は外出していたのに、このところ外に姿を見せないとい
うのは、家庭内の異変を知らせます。新聞や郵便物の放置も手
掛かりとなります。

家　

族

　けんかが絶えない。
高齢者に会わせない。
高齢者へ冷淡な態度
をとる。高齢者への乱
暴な扱い。

　親子や夫婦でけんかをしている様子が、近所にも聞こえてく
るような状況です。従来は、身内のこと、家族のこととして放
置してきましたが、継続すると悲惨な状況になるおそれがあり
ます。

　物の飛び交う音がす
る。怒鳴り声、泣き声
がする。

　ただのけんかではすまないような状況になっていることが
予測されます。外傷や顔面のあざなど、生傷が絶えないように
なってくると危険な状態になります。本人、介護者の双方が発
するメッセージにも、注意を払います。

身　

体

　顔色が悪い。体調
不良がうかがえる。髪、
ひげ、つめが伸びたま
まになっている。

　健康状態の悪化が見受けられる状態です。あるいは、何か不
安なことがあることもあります。髪、ひげ、つめの手入れ不足
は、介護力の低下を示す典型例です。

　最近目立ってやせて
きた。食事を摂ってい
ないと訴える。

　食べられない、あるいは、食べるもののない状態、栄養不良、
健康状態の不安、急激にやせてきた、などの症状です。

認
知
症

　深夜に出歩いてい
る。道に迷う。

　認知症の初期症状で、時間の見当がつかなくなることがあり
ます。家族が探しているかもしれませんし、あるいは気付いて
いないかもしれません。万が一の危険性もありますので、十分
な見守りと声掛けが必要です。

　大声を上げる。店
先で支払いをめぐってト
ラブルになった。

　隣近所にも聞こえるほどの大声が、頻繁に発生するのは、認
知症と関係あることがあります。また、認知症になると、支払
いをしないまま商品を手にして店を出ることもあり、窃盗と勘
違いした店員とトラブルになります。

経
済
状
況

　年金があるのに、
「お金がない」と訴え
る。

　家族が年金や通帳を保管し、勝手に財産処分することもあり
ます。あるいは、消費者被害にあって、通帳をだまし取られた
りする場合もあります。

　必要な介護サービス
を利用していない。

　介護が必要、あるいは認知症の症状があり、通所介護サービ
スやヘルパーの援助が適切と思われるにもかかわらず、家族が
年金、通帳などを管理していて、サービスを利用させようとし
ない場合があります。



職員募集職員募集

豊岡市職員募集
〜豊岡市を創る

豊かな発想力、熱意と行動力のある方
あなたの応募をお待ちしています〜
《申込み・問合せ》職員課人事係☎23-1326

【平成22年度採用】
職　　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一般事務職 ６人程度 　昭和54年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校
を卒業した方または平成22年３月末までに卒業見込みの方

土木技術職 １人 　昭和54年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校
において、この職に必要な専門課程を終了して卒業した方または平成22年３
月末までに卒業見込みの方建築技術職Ａ １人

環境のまち
づくり専門員
（生物多様性
保全担当）

１人

　昭和49年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく大学の自然・環境科
学分野における大学院修士課程以上または同等の専門教育課程以上を修了し
た方あるいは平成22年３月末までに同課程以上を修了見込みの方
【参考：主な職務】
　湿地保全等生物多様性保全業務およびその他環境のまちづくりに関するこ
と（湿地管理等生物多様性保全に関する知識・技術の開発・導入・指導、研
究者と市民等とのコーディネート、環境教育・環境学習のサポート業務など）

保健師 １人 　昭和49年４月２日以降に生まれ、保健師免許を有する方または平成22年３
月末までに同免許を取得見込みの方

臨床発達
心理士 １人

　昭和49年４月２日以降に生まれ、学会連合資格「臨床発達心理士」認定運営機
構の臨床発達心理士または（財）日本臨床心理士認定協会の臨床心理士の資格
を有する方あるいは平成22年３月末までにいずれかの資格を取得見込みの方

保育士
幼稚園教諭 ５人

　昭和49年４月２日以降に生まれ、保育士資格および幼稚園教諭免許（１種
または２種）を合わせて有する方または平成22年３月末までに同資格および
同免許を取得見込みの方

消防職 ５人

　昭和61年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校
を卒業した方または平成22年３月末までに卒業見込みの方で、次の要件をす
べて満たす方
・視力が両眼共1.0以上（矯正視力を含む）であること
・色覚、聴力、言語、運動機能その他身体の機能に消防職としての職務遂行
上支障がないこと

◇受付期間　８月10日（月）〜21日（金）必着
　　　　　　※土・日曜日を除く。
◇試　　験
　・日　程　〈第１次試験〉９月20日（日）
　　　　　　〈第２次試験〉10月下旬〜11月上旬
　・場　所　〈第１次試験〉じばさん但馬（大磯町）
　　　　　　 ※消防職の体力検査は市民体育館
　　　　　　〈第２次試験〉受験者に直接通知
　・内　容　〈第１次試験〉教養試験、作文（また

は小論文）試験、適性検査、専門試
験（土木技術職、建築技術職Ａ、保

健師、保育士・幼稚園教諭のみ）、
体力検査（消防職のみ）

　　　　　　〈第２次試験〉面接試験、身体検査（指
定の身体検査書の提出による）、実
技試験（保育士・幼稚園教諭のみ）

◇申込方法　採用試験申込書を職員課または各総
　　　　　　合支所総務課で受け取り、
　　　　　　受験職種に必要な書類を添
　　　　　　えて、提出ください。
　　　　　　※受付は職員課のみです。
◇採用年月日　平成22年４月１日

【平成21年度中途採用】
職　　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

建築技術職Ｂ １人 　昭和44年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校
を卒業し、一級建築士の資格を有する方

◇受付期間　７月31日（金）〜８月13日（木）必着
　　　　　　※土・日曜日を除く。
◇試　　験
　・日　程　〈第１次試験〉８月23日（日）
　　　　　　〈第２次試験〉９月13日（日）
　・場　所　〈第１次試験〉じばさん但馬（大磯町）
　　　　　　〈第２次試験〉受験者に直接通知
　・内　容　〈第１次試験〉教養試験、専門試験、

　　　　　　 作文試験、適性検査
　　　　　　〈第２次試験〉面接試験、身体検査（指

定の身体検査書の提出による）
◇申込方法　採用試験申込書を職員課または各総

合支所総務課で受け取り、受験職種
に必要な書類を添えて、提出くださ
い。※受付は職員課のみです。

◇採用年月日　平成21年11月１日

広報とよおか　2009.7.25 �



豊岡市非常勤嘱託職員・臨時職員募集
【非常勤嘱託職員】

職種 募集
人数 応募資格 職務場所・内容 勤務条件 試験内容・日時・場所

①特別支
　援教育
　介助員

１人

　昭和24年４月２日
以降に生まれ、幼
稚園、小学校、また
は中学校教諭の普
通免許を有する方

・日高西中学校
・特別支援学級
などでの支援
業務

・給与‐日額7,400円
・勤務日等‐週５日（36時間勤務）
・休日‐土・日曜日（週２日）
・勤務時間‐午前８時〜午後４
　時45分など

・面接
・８月19日（水）
　午後１時30分〜
・市役所　第４会議室

②事務員
　【障害者
　雇用対象】

２人

　昭和24年４月２日以
降に生まれ、身体障害
者手帳の交付を受け、
自力による通勤ができ、
かつ、介助者なしで職
務の遂行が可能な方
※施設は、車いす利用
に対応できていません。

・豊岡北中学校、
豊岡南中学校
各１人

・学校における
一般業務〔パソ
コン（ワード・
エクセルなど）
も使用します〕

・給与‐月額153,800円
・勤務日等‐週５日（36時間勤務）
・休日‐土・日曜日（週２日）
・勤務時間‐午前８時〜午後４
　時45分など

・面接
・８月19日（水）
　午後２時30分〜
・市役所　第４会議室

【臨時職員】
職種 募集

人数 応募資格 職務場所・内容 勤務条件 試験内容・日時・場所

③保育士 １人 　保育士証を有す
る方

・城南保育園
・保育園における
保育業務

・給与‐日額7,300円
・勤務日等‐週５日（40時間勤務）
・休日‐日曜日と他の１日（週２日）
・勤務時間‐午前８時30分〜
　午後５時15分、午前７時30分〜
　午後４時15分、午前10時15分〜
　午後７時など

・面接と実技
・８月20日（木）
　午後１時30分〜
・城南保育園
※動きやすい服装のこと

④幼稚園
　教諭 １人 　幼稚園教諭の普

通免許を有する方

・八条幼稚園と
五荘幼稚園（変
更の場合あり）

・幼稚園における
幼児教育業務

・給与‐日額7,300円
・勤務日等‐週５日（40時間勤務）
・休日‐土・日曜日（週２日）
・勤務時間‐午前７時45分〜
　午後４時30分など

・面接と実技
・８月20日（木）
　午後２時30分〜
・城南保育園
※動きやすい服装のこと

【臨時職員（緊急雇用対象）】
職種 募集

人数 応募資格 職務場所・内容 勤務条件 試験内容・日時・場所

⑤指導補
　助教員 ８人

　幼稚園、小学校、
中学校、または高
等学校教諭の普通
免許を有する方

・市立中学校
・中学校における
不登校対策およ
び関連業務

・給与‐日額8,000円
・勤務日等‐週５日（40時間勤務）
・休日は土・日曜日（週２日）
・勤務時間‐午前８時〜午後４
　時45分など

・面接
・８月17日（月）
　午後２時30分〜
・市役所　第３会議室

⑥子育て
　相談員 １人

　保育士証または
幼稚園、小学校教
諭のいずれかの普
通免許を有する方

・子育て総合センター
・ふれあい広場などでの
子育て相談、センター
業務の補助、遊びの指
導、事務補助など

・給与‐時給890円
・勤務日等‐週５日
　（１日５時間勤務）
・休日‐火曜日と日曜日（週２日）
・勤務時間‐午前９時〜午後３時

・面接
・８月17日（月）
　午後１時30分〜
・市役所　第３会議室

◇雇用期間　⑤８月24日（月）〜９月30日（水）
　　　　　　　（更新して６カ月間延長予定）
　　　　　　⑥９月１日（火）〜30日（水）
　　　　　　　（更新して６カ月間延長予定）
◇申込方法　履歴書に、ハローワークの紹介状と現

在失業中であることが確認できる書
類（雇用保険受給資格者証、廃業届、

職務経歴書などの写し）を添
付の上、提出ください。

　　　　　　※受付は職員課です。
　　　　　　※希望職種に必要な資格証（免
　　　　　　　許証）等の写しを添付してください。
◇受付期間　７月27日（月）〜８月10日（月）必着
　　　　　　※土・日曜日を除く。

◇雇用期間　①②８月28日（金）〜平成22年３月31日（水）
　　　　　　③９月１日（火）〜30日（水）
　　　　　　　（更新して６カ月間延長予定）
　　　　　　④８月28日（金）〜９月30日（水）
　　　　　　　（更新して６カ月間延長予定）
◇申込方法　職員課にある所定の申込書に必要事

　　　　　　項を記入の上、提出ください。
　　　　　　※受付は職員課のみです。
　　　　　　※希望職種に必要な資格証（免許証）
　　　　　　　などの写しを添付ください。
◇受付期間　７月27日（月）〜８月14日（金）必着
　　　　　　※土・日曜日を除く。

広報とよおか　2009.7.259
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『最近、公共交通を利用しましたか？』
～バスや鉄道の利用者が減少しています～

　バスや鉄道などの公共交通は、私たちの暮らしを支える大切な財産ですが、
マイカーの普及などにより、バスや鉄道の利用者は減少し続けています。
　皆さんも、便利なマイカーだけでなく、バスや鉄道を積極的に利用し、公共
交通が

●

支える私たちの暮らしを守りましょう。
《問合せ》都市整備課交通政策係☎23-1712

　バスや鉄道など、地域の公共交通を維持し、利便
性の高い形で次代に残すため、現在利用している方
だけではなく、地域・事業者・行政が協力して取り
組む必要があります。
　市では、10月から職員の公共交通での通勤（e通勤
プロジェクト）を進める予定です。
　皆さんも、マイカーの利用だけでなく、一人ひと
りができる方法でバスや鉄道の利用を進めてくださ
い。

皆さんの協力で地域の公共交通を
より良い形で次代に残しましょう

　バスが必要なのは高齢者や学生などの自家用車を
持たない方だけではありません。
　今はバスを必要としない方も、将来、自動車に乗
れなくなったときや、家族が通院や通学などで使う
必要が出てきたときには、暮らしに必要な移動手段
になります。
　「バスなどの公共交通が廃止されることは反対」で
も、「私は利用しない」では地域のバスを守ることは
できません。

地域のバスは私たちの暮らしに
必要な移動手段です

バスを利用する方が
減少し続けています

市営バス「イナカー」の実証運行

路線バス・コミュニティバスの
運行補助
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市営バス「イナカー」利用状況（単位:人）

※幼稚園・小中学校への通園通学者を除く

路線バス利用者数の推移

イナカー

路線バス・コミュニティバス運行補助金（市負担額）の推移
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豊岡市空き店舗出店者支援事業
「空き店舗支援のお店が続々オープン」
　豊岡駅通商店街で実施している「空き店舗出店者支援事業」を利用したお店が、
６店舗（7月15日現在）オープンしました。
　この支援事業は、豊岡駅通商店街振興組合と豊岡商工会議所、市が、地域を
あげて豊岡駅通商店街の空き店舗に出店する事業者を支援する事業で、１月か
らスタートしています。　　　　　　　　　　　　　《問合せ》商工課☎23-4480

◇補助対象

◇補助内容

空き店舗出店者支援事業の出店者を募集（宵田商店街も対象に）

◇補助件数
◇申込期限

◇その他

《問合せ》
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0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.sia.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
5

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
自
身
で

申
請
手
続（
裁
定
請
求
）を
し
ま
す
。

　

海
外
で
暮
ら
す
方
は
、
最
初
に

裁
定
請
求
書
を
取
り
寄
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
裁
定
請
求
書
は
、

日
本
の
社
会
保
険
事
務
所
に
連
絡

し
て
取
り
寄
せ
る
か
、
社
会
保
険

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
入
手
く
だ
さ
い
。

▽
裁
定
請
求
書
提
出
先

・
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）…
日
本

で
最
後
に
住
ん
で
い
た
市
区
町

村
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務

所
・
厚
生
年
金
…
最
後

　

に
勤
め
て
い
た
事

　

業
所
を
管
轄
す
る

　

社
会
保
険
事
務
所

■
社
会
保
障
協
定
を
結
ん
で
い
る

国
に
在
住
し
て
い
る
場
合

　

日
本
が
社
会
保
障
協
定
を
結
ん

で
い
る
国
の
う
ち
、
給
付
の
通

算
を
行
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
、
ア

メ
リ
カ
、
ベ

ル
ギ
ー
、
フ

ラ
ン
ス
、
カ

ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
、

お
よ
び
チ
ェ
コ
に
在
住
し
て
い
る

方
は
、
日
本
へ
の
年
金
の
裁
定
請

求
書
を
、
各
国
で
年
金
制
度
を
実

施
す
る
機
関
の
窓
口
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

裁
定
請
求
書
は
、
協
定
締
結
国

専
用
の
も
の
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
各
国
の
窓
口
で

裁
定
請
求
書
を
入
手
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

■
年
金
受
給
方
法

　

海
外
で
の
年
金
受
給
は
、
銀
行

振
込
み
と
な
り
ま
す
。
銀
行
口
座

は
、
海
外
の
も
の
で
も
国
内
の
も

の
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
口
座
は

本
人
名
義
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

詳
細
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
住
所
・
支
払
機
関
を

変
更
す
る
と
き

　

引
越
し
な
ど
に
よ
る
住
所
・
支

払
機
関
の
変
更
は
、「
年
金
受
給
権

者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」を
提

出
く
だ
さ
い（
市
役
所
で
の
住
民

異
動
の
手
続
と
は
別
に
、受
給
す

る
年
金
の
住
所
変

更
手
続
き
が
必
要

で
す
）。

　

こ
の
変
更
届
の

提
出
が
な
い
場
合

は
、「
年
金
の
支
払
額
の
通
知
が

届
か
な
い
」、「
希
望
の
金
融
機
関

で
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
」
な
ど

が
起
こ
り
ま
す
。

※
住
所
変
更
の
処
理
が
済
む
ま
で

は
、
年
金
に
関
す
る
通
知
が
前

住
所
に
届
き
ま
す
。

※
支
払
機
関
の
変
更
に
は
、「
支

払
機
関
変
更
届
」
に
金
融
機
関

の
証
明
印
が
必
要
で
す（
ゆ
う

ち
よ
銀
行
の
窓
口
受
取
を
希
望

す
る
方
は
、
金
融
機
関
の
証
明

は
不
要
で
す
）。

※
支
払
機
関
の
変
更
手
続
き
は
、

次
の
年
金
支
払
日
の
1
カ
月
半

前
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
氏
名
を
変
更
し
た
と
き

　

結
婚
や
離
婚
、
養
子
縁
組
な
ど

で
、
氏
名
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、

「
年
金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届
」

に
年
金
証
書
と
住
民
票（
ま
た
は

戸
籍
抄
本
）を
添
付
し
て
、
提
出

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
氏
名
変
更
届
」
に
住

民
票
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
場
合
や
、

「
氏
名
変
更
届
」
の
証
明
欄
に
市

長
の
証
明
を
受
け
た
場
合
は
、
住

民
票（
ま
た
は
戸
籍
抄
本
）の
添
付

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
年
金
証
書
の
再
発
行

　

年
金
証
書
は
、
年
金
を
受
け
る

権
利
の
証
明
で
あ
り
、
各
種
の
届

出
に
必
要
な
書
類
で
す
。

　

年
金
証
書
を
紛
失
や
破
損
を
し

た
場
合
は
、「
年
金
証
書
再
交
付

申
請
」
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支

払
機
関
変
更
届
」・「
年
金
証
書

再
交
付
申
請
」・

「
氏
名
変
更
届
」

の
用
紙
は
、
社

会
保
険
事
務
所
、

市
役
所
市
民
課
、

各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

海
外
で
暮
ら
す
方
へ

年
金
裁
定
請
求
方
法
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

年
金
を
受
給
中
の
方
へ
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と
で
す
。

　

こ
の
発
見
に
よ
り
、
約
78
万
年

前
か
ら
2
5
8
万
年
前
を
「
松
山

逆
磁
極
期
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
1
6
0
万
年
前
に
噴
出
し
た

玄
武
洞
の
岩
石
に
含
ま
れ
る
鉄
分

は
、
現
在
と
は
逆
に
N
極
が
南
を

向
く
磁
性
を
示
し
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
地
磁
気
の
逆
転
現
象
に
よ

り
、
海
洋
底
が
拡
大
す
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
、
現
在
の
地
質
学
の
基

本
と
な
る
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク

ス
理
論（
地
球
表
面
が
十
数
枚
の

プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
ジ
グ
ソ
ー

パ
ズ
ル
の
よ
う
な
板
で
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
）が
完
成

す
る
こ
と
に
大
き
な
役
目
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

豊
岡
地
域
は
、
厚
さ
約
40
メ
ー

ト
ル
も
の
堆
積
層
が
あ
り
、
地
下

工
事
で
は
海
生
の
貝
殻
が
見
つ
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、
約
13
万
年
前
の
間か
ん

氷ぴ
ょ
う

期き

（
氷
河
期
と
氷
河
期
の
間
の
温
暖

な
時
期
）に
は
、
現
在
の
海
面
よ

り
約
20
メ
ー
ト
ル
も
高
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
証
拠
に
青
龍
洞
の
南
や
円

山
川
下
流
の
両
岸
で
中
位
段だ
ん

丘き
ゅ
う

と

し
て
当
時
の
河
川
堆
積
物
が
見
つ

か
り
ま
す
。

　

約
6
、
0
0
0
年
前
の
縄
文
時

代
は
、
縄
文
海
進
と
言
わ
れ
、
世

界
的
に
海
面
が
現
在
よ
り
4
〜
5

メ
ー
ト
ル
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中な
か
の
た
に谷
で
は
、
貝
塚
の
跡
が
見
つ

か
り
、
当
時
こ
の
付
近
ま
で
海
が

進
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
沖ち
ゅ
う

積せ
き

低
地
で
は
、
古
く
か

ら
稲
作
が
行
わ
れ
、
コ
リ
ヤ
ナ
ギ

を
利
用
し
た
柳や
な
ぎ

行ご
う

李り

か
ら
現
在
の

鞄
産
業
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
円
山
川
支
流
で
あ
る
出

石
川
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
古
い
城

下
町
の
雰
囲
気
が
残
る
出
石
の
ま

ち
並
み
が
あ
り
ま
す
。

　
「
出
石
焼
」
は
、
清
ら
か
な
白

磁
の
焼
き
物
で
、
こ
の
陶
石
は
、

古
第
三
紀
の
流
紋
岩
に
火
山
岩
が

貫
入
し
、
熱
水
に
よ
る
変
成
作
用

で
で
き
た
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
で
す
。

　

日
本
海
が
で
き
る
と
き
の
火
山

岩
の
貫
入
に
よ
り
で
き
た
と
思
わ

れ
る
金
鉱
山
が
、
出
石
町
奥
山
な

ど
但
馬
地
域
各
地
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
地
の
基
盤
で

あ
る
岩
石
鉱
物
が
地
形
や
地
表
を

作
り
、
自
然
や
気
候
風
土
を
形
成

し
、
人
々
は
そ
れ
を
利
用
し
て
暮

ら
し
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
然
環
境
へ
の
理
解
と
研
究
が
進

み
、
教
育
や
産
業
に
貢
献
で
き
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ❽　　　　　　 円山川（後編）

　

国
の
天
然
記
念
物
「
玄
武
洞
」

は
、
文
化
4
年（
1
8
0
7
年
）ご

ろ
、
江
戸
の
儒
学
者
の
柴し
ば

野の

栗り
つ

山ざ
ん

が
、
こ
の
洞
が
古
代
中
国
の
北
を

守
る
神
「
玄げ
ん

武ぶ

」
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。

　

玄
武
洞
が
有
名
な
理
由
は
3
つ

あ
り
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
岩
盤
に
規
則
正
し

い
節
理
が
見
ら
れ
、
き
れ
い
で
珍

し
い
景
観
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

2
つ
目
は
、
明
治
17
年（
1 

8 

8 

4
年
）に
東
京
大
学
の
小こ

藤と
う

文ぶ
ん

治じ

郎ろ
う

博
士
が
、
こ
こ
の
玄
武
洞
か

ら
英
名
の
「
B
a
s
a
l
t（
バ

サ
ル
ト
）」
を
「
玄
武
岩
」
と
命

名
し
た
こ
と
で
す
。

　

3
つ
目
は
、
大
正
15
年（
1 
9 

2 

6
年
）に
京
都
大
学
の
松
山
基も
と

範の
り

博
士
が
、
地
球
磁
場
の
逆
転
を

玄
武
洞
の
玄
武
岩
で
発
見
し
た
こ▲玄武洞

▲中谷貝塚

図「玄武」

▲出石焼



「
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

市
民
グ
ル
ー
プ
と
市
長
が
楽
し
く
語
ら
い

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定

橋
を
長
持
ち
さ
せ
て
、
財
政
負
担
を
軽
減
し
ま
す

『
名
探
偵
コ
ナ
ン
』城
崎
温
泉
･
出
石
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

参
加
者
と
く
と
く
イ
ベ
ン
ト
実
施
中

　

市
が
管
理
す
る
規
模
の
大
き
い

道
路
橋（
橋
長
15
メ
ー
ト
ル
以
上
）

は
2
1
9
橋
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
建
設
後
50
年
以
上

を
経
過
し
た
老
朽
橋
は
、
現
時
点

で
は
8
橋
で
す
が
、
20
年
後
に
は

92
橋
と
な
り
、
急
速
に
老
朽
化
が

進
行
す
る
た
め
、
補
修
や
架
替
え

費
の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
市
道
橋
の

維
持
管
理
を
効
率
的
・
効
果
的
・

計
画
的
に
行
い
、
将
来
的
な
財
政

負
担
の
低
減
と
平
準
化
を
図
る
た

め
に「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
県
内
の
市
で

は
、
神
戸
市
に
次
ぐ
２
番
目
の
計

画
策
定
と
な
り
ま
す
。

　

本
計
画
に
基
づ
き
、
主
な
部
材

の
交
換
等
の
補
修
を
適
切
な
時
期

に
実
施
す
る
予
防
的
な
維
持
管
理

に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
橋
梁

の
寿
命
は
平
均
32
年
延
命
で
き
、

今
後
1
0
0
年
間
で
1
5
8
億
円

の
コ
ス
ト
縮
減
が
見
込
め
ま
す
。

【
6
月
】

22
日
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
・
中
小
企
業
融
資
制
度

お
よ
び
利
子
補
給
制
度
拡

充

23
日
・
現
市
役
所
本
庁
舎
を
新
庁

舎
の
一
部
と
し
て
保
存
活

用
す
る
こ
と
を
表
明

24
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク（
城
崎
総
合
支
所
）

29
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク（
但
東
総
合
支
所
）

26
日
・
副
市
長
候
補
者
公
募
説
明

会
〔
東
京
会
場
〕
開
催

27
日
・
副
市
長
候
補
者
公
募
説
明

会
〔
神
戸
会
場
〕
開
催

29
日
・
平
成
21
年
度 

豊
岡
市
感

謝
状
贈
呈
式
開
催

【
7
月
】

１
日
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
風
評
被
害

対
策
・
城
崎
温
泉
外
湯
入

浴
料
半
額
割
引（
〜
14
日
）

２
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
（
市
長
室
、
出
石

総
合
支
所
）

３
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク（
竹
野
総
合
支
所
）

５
日
・
兵
庫
県
知
事
選
挙

13
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク（
日
高
総
合
支
所
）

14
日
・
豊
岡
市
「
く
ら
し
の
便
利

帳
」
発
刊
式

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
仲
間
と
一
緒

に
市
長
と
気
軽
に
語
り
合
え
る

「
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
公
募
に
申
込
み
を

し
た
16
の
グ
ル
ー
プ
で
、
子
育
て

真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
グ
ル
ー
プ
、

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
頑
張
る

グ
ル
ー
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

6
月
24
日
か
ら
７
月
13
日
の
間

に
、
6
カ
所
の
会
場
で
、
各
グ
ル

ー
プ
が
希
望
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
約
１
時
間
、
市
長
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

市
長
と
の
懇
談
会
を
3
月
か
ら
６

月
ま
で

地
区
公

民
館
単

位
・
29

会
場
で

開
催
し

ま
し
た

が
、
今

回
は
仲

間
だ
け

で
市
長

と
話
せ

る
機
会

と
あ
っ

て
、
和

や
か
な

雰
囲
気

で
話
が

弾
み
ま

し
た
。

　

こ
の
機
会
に
と
テ
ー
マ
以
外
に

ま
で
話
が
発
展
し
た
り
、
話
し
合

っ
て
い
る
う
ち
に
、
視
点
の
違
い

か
ら
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　

市
長
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
頑
張

り
や
将
来
へ
の
不
安
か
ら
の
涙
な

が
ら
の
話
に
何
度
も
う
な
づ
い
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
市
長
さ
ん
、
意
外
と

ソ
フ
ト
」
な
ど
の
声
も
聞
こ
え
、

笑
い
声
も
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
、
こ
の
よ
う

な
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
と
の
話

し
合
い
の
場
を
設
定
し
、「
対
話

と
共
感
」
の
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

▲出石総合支所でのトーク

メ
、
Ｊ
Ｒ
、
観
光
業
者
な
ど
の
異

業
種
が
共
同
し
て
行
う
珍
し
い
事

業
と
し
て
、
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
、「
捜
査
の
手
が
か
り
」と「
行

き
先
ヒ
ン
ト
」
を
集
め
て
謎
解
き

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
正
解
は
、

ツ
ア
ー
実
施
期
間

終
了
後
、「
週
刊

少
年
サ
ン
デ
ー
」

で
発
表
さ
れ
る
ほ

か
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ

で
も
「
解
答
編
」

が
放
送
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
風
評
被
害
に
よ
り
販
売
が
一

時
鈍
化
し
た
「『
名
探
偵
コ
ナ
ン
』

城
崎
温
泉
･
出
石
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ

ア
ー
」
の
参
加
者
の
拡
大
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
7

月
1
日
か
ら
参
加
者
先
着
1
万
人

に
「
城
崎
・
出
石
小
判
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

小
判
は
、城
崎
温
泉
街
の
旅
館

や
商
店
、城
崎
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
、

出
石
地
域
の
そ
ば
店
な
ど
で
11

月
3
日
ま
で
使
用
で
き
る
商
品
券

（
大
人
1
、0
0
0
円
分
、子
ど
も

5
0
0
円
分
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
行
政
、
ア
ニ

▲「城崎・出石小判」

▲竹野総合支所でのトーク
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「
ホ
タ
ル
を
見
に
お
い
で
。
以

前
は
、
宝
石
箱
を
散
ら
か
し
た
み

た
い
に
ホ
タ
ル
が
い
た
。
そ
れ
を

あ
の
台
風
が
奪
っ
て
い
っ
た
。
で

も
頑
張
っ
て
、
ま
だ
元
通
り
で
は

な
い
け
れ
ど
、
増
え
て
き
た
よ
」

友
人
に
誘
わ
れ
て
出
石
の
奥
山
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
の
前
に
、
ま
ず
は
酒
盛

り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
元
の
人
た
ち
も
加
わ
っ
て
、
タ

ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
も
驚
け
と
ば
か
り

に
、
に
ぎ
や
か
に
や
っ
て
い
ま
し

た
。

　

座
の
中
に
、
地
元
の
年
配
の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
。
酒
を
酌
み
交

わ
し
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
思
い

出
し
て
お
話
し
ま
し
た
。「
あ
、そ

う
そ
う
、
今
度
の
補
正
で
、
携
帯

電
話
不
通
区
に
衛
星
携
帯
電
話
を

配
備
し
ま
す
。
区
に
１
台
で
す
が
、

区
長
さ
ん
に
お
預
け
し
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
そ
れ
で
対

策
本
部
や
消
防
や
警
察
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
」。

　

市
内
に
は
、
携
帯
が
通
じ
な
い

区
が
10
区
あ
り
ま
す
。
合
併
時
は

43
区
で
し
た
か
ら
、
事
態
は
か
な

り
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
今
年
の
台
風
時

期
に
は
間
に
合
わ
な
い
区
が
あ
り

ま
す
。
当
座
の
対
策
と
し
て
衛
星

携
帯
電
話
を
配
備
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
、
電
話
線
が

切
れ
て
も
、
人
工
衛
星
を
介
し
て

通
話
が
可
能
で
す
。

　

平
成
16
年
の
台
風
23
号
で
、
奥

山
で
は
裏
山
が
崩
れ
て
潰
れ
た
家

の
中
で
１
人
が
命
を
失
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
「
真
っ
暗
だ
っ
た
。
助
け
を
求

め
よ
う
に
も
、
電
話
は
通
じ
な

か
っ
た
。
歩
い
て
山
道
を
下
り
て

い
っ
た
。
道
路
は
壊
れ
、
木
が
覆

い
か
ぶ
さ
り
、
恐
ろ
し
い
緊
張
の

中
を
よ
う
や
く
下
に
た
ど
り
つ
い

た
。
で
も
、間
に
合
わ
な
か
っ
た
」

そ
の
方
は
、
涙
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
流
し

な
が
ら
当
時
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

孤
立
し
た
。
そ
し
て
孤
独
だ
っ
た
。

そ
う
言
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

　

衛
星
携
帯
電
話
は
、
暗
闇
の
中

で
光
る
１
匹
の
ホ
タ
ル
に
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

孤
立
と
孤
独
と
ホ
タ
ル
の
話 21

豊
岡
市
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
の
発
行

市
政
・
生
活
情
報
を
掲
載
し
た
保
存
版
冊
子
で
す▲くらしの便利帳発刊式での㈱サイ

ネックス代表取締役社長の村田吉
優さんと中貝市長

＂
環
境
を
考
え
る
＂
韓
国
・
南
ソ
ウ
ル
大
学
の
学
生
た
ち
が
来
訪

環
境
学
習
と
竹
野
の
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た

　

6
月
25
日
、
韓
国
・
南
ソ
ウ
ル

大
学
生
な
ど
26
人
の
研
修
団
が
、

竹
野
町
切
浜
の
は
さ
か
り
岩
東
岸

で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、「
世
界
の
平

和
と
環
境
を
考
え
る
研
修
」
と
し

て
同
大
学
が
鳥
取
大
学
と
連
携
し

て
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
4
回

目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
福
井

県
小
浜
市
か
ら
鳥
取
砂
丘
ま
で
の

海
岸
沿
い
を
自
転
車
で
移
動
し
な

が
ら
清
掃
活
動
を
行
い
、
日
本
海

岸
に
漂
着
し
た
海
洋
ご
み
を
通
じ

て
環
境
問
題
を
考
え
る
と
と
も
に
、

訪
問
先
の
環
境
施
策
を
学
習
し
ま

し
た
。

　

切
浜
の
清
掃
に
は
、
地
元
の
方

を
含
む
約
70
人
が
参
加
し
、
流
木
、

ロ
ー
プ
、
ブ
イ
、
ド
ラ
ム
缶
、
医

療
ご
み
や
ハ
ン
グ
ル
語
表
記
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
約
4
ト
ン

の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

研
修
団
は
、
前
日
の
24
日
に
は

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
を
訪

れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取

組
み
を
学
び
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

営
農
組
合
の
稲
葉
哲
郎
さ
ん
か
ら

は
、
環
境
創
造
型
農
業
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
但
建
築
連
合
会
の

指
導
に
よ
り
、
郷
公
園
周
辺
の
水

路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
生
き
も
の

の
退
避
ス
ペ
ー
ス
の
修
繕
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

来
訪
し
た
大
学
生
の
シ
ン
・

ジ
ョ
ン
・
ホ
ン
さ
ん
は
「
今
年

は
体
験
活

動
も
で
き
、

よ
り
多
く

の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と

が
で
き
て

よ
か
っ
た
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民

生
活
に
必
要
な
情
報
を
掲
載
す
る

豊
岡
市
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
の
発
行

に
当
た
っ
て
は
、
市
の
財
政
負
担

を
伴
わ
ず
に
行
政
情
報
の
発
信
が

で
き
る
よ
う
に
、
官
民
協
働
の
事

業
手
法
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の

手
法
で
は
、
市
が
掲
載
原
稿
を
作

成
し
、
業
者
（
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
）
が
冊
子
の
編
集
か
ら
印
刷
製

本
、
配
布
ま
で
を
担
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、「
く
ら
し
の

便
利
帳
」
に
、
市
内
の
企
業
・
団

体
な
ど
の
広
告（
有
料
）を
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」は
、
現
在
、

業
者
が
各
世
帯
へ
の
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、８
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
、

自
宅
に
届
か
な
い
場
合
は
、
秘
書

広
報
課
広
報
・
交
流
係
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

▲地元の方と交流しながら清掃
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城
崎
七
夕
ま
つ
り

短
冊
に
願
い
を
込
め
て
…

星
に
届
け
て
‼

城 崎城 崎

竹
野
浜
・
弁
天
浜
・
切
浜
海
開
き

事
故
無
く
に
ぎ
や
か
な
夏
と

な
り
ま
す
よ
う
に
！

竹 野竹 野

豊
岡
駅
１
０
０
年
の
軌
跡
展

1
0
0
歳
を
迎
え
た　

豊
岡
の
顔

豊 岡豊 岡

▲願いを書いた短冊をササに吊るす観光客。｢願いが叶
うといいね｣

　

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
は
明
治
42
年
7
月
10
日
に
開
業
し
、

今
年
1
0
0
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
記
念
事
業
の

一
つ
、
軌
跡
展
が
豊
岡
駅
通
り
の
空
き
店
舗
で
、
8

月
2
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
は
、
開
業
当
時
の
駅
、
昭
和
初
期
の
駅
、
昭

和
10
年
の
駅
火
災
写
真
な
ど
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｌ
や
０ゼ
ロ

系

新
幹
線
部
品
な
ど
貴
重
な
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

写
真
展
は
、
西
日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
と
豊
岡
Ｓ
Ｌ
保

存
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｏ

Ｂ
会
の
平
尾　

巧
さ
ん
、
堤　

安あ

毅き

さ
ん
、
広
瀬
隆

義
さ
ん
は
、「
来
場
者
は
、
懐
か
し
い
と
か
、
よ
く
こ

ん
な
写
真
が
残
っ
て
い
た
な
あ
と
言
わ
れ
ま
す
。
会

期
中
に
も
追
加
展
示
し
、
さ
ら
に
充
実
し
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
の
4
日
間
、「
城
崎
七

夕
ま
つ
り
」
が
城
崎
温
泉
街
の
四
所
神
社
境
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
城
崎
の
若
者
有
志
で
結

成
し
た
「
城
崎
文
化
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
」
の
企

画
に
よ
る
も
の
で
、
今
年
で
4
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

サ
サ
飾
り
は
、
城
崎
幼
稚
園
児
と
城
崎
小
学
校
児

童
が
作
成
し
、サ
サ
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

午
後
7
時
ご
ろ
か
ら
、
竹
灯と
う

篭ろ
う

の
灯あ
か

り
が
と
も
り
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
観
光
客
ら
は
受
け
取
っ
た

短
冊
に
「
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」「
健

康
で
居
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
の
願
い
を
書
き
込

み
、
思
い
を
込
め
て
サ
サ
に
吊
る
し
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
1
日
、竹
野
浜
海
水
浴
場
（
竹
野
町
竹
野
）
で
、

海
開
き
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
行
政
機

関
お
よ
び
観
光
関
係
者
ら
約
30
人
が
、
期
間
中
の
大

勢
の
海
水
浴
客
の
来
場
と
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
バ
ケ
ツ
に
小
分
け
さ
れ
た
約
5
0
0

匹
の
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
が
、
出
席
者
ら
に
よ
っ
て
、
波

打
ち
際
か
ら
海
へ
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
が
発
表
し
た
海
水
浴
場
の
水
質
調
査
結
果
で
は
、

竹
野
浜
、
弁
天
浜
、
切
浜
の
3
カ
所
と
も
最
良
の
Ａ

Ａ
で
、
安
心
し
て
海
水
浴
が
で
き
ま
す
。
海
の
家
も

万
全
の
体
制
で
、
暑
い
夏
の
到
来
と
海
水
浴
客
で
に

ぎ
わ
う
海
辺
の
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。

▲写真を見ながら話が弾む来場者と管理ボランティア

▲暑い夏の到来と海水浴客の安全を祈願して！
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奥
赤
あ
じ
さ
い
祭

雨
の
イ
メ
ー
ジ
？

晴
天
に
も
良
く
映
え
ま
す

但 東但 東

神
鍋
高
原
キ
ャ
ベ
ツ
ま
つ
り

自
慢
の
キ
ャ
ベ
ツ
で
元
気
発
信
！

日 高日 高

出
石
皿
そ
ば
元
気
で
ご
ざ
る

皿
そ
ば
を
振
る
舞
い

元
気
な
姿
を
Ｐ
Ｒ

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲1,000個のキャベツ無料配布に行列を作る来場者たち

　

6
月
28
日
、
道
の
駅
「
神
鍋
高
原
」（
日
高
町
栗

栖
野
）
で
「
神
鍋
高
原
キ
ャ
ベ
ツ
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
約
3
千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
神
鍋
高
原
キ
ャ
ベ
ツ
」
は
、
6
月
か
ら
7
月
に

出
荷
さ
れ
る
〝
旬
の
野
菜
〟
で
す
。
そ
の
キ
ャ
ベ
ツ

で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
神
鍋
高
原
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
今
年
初
め
て
こ
の
祭
り
が
企
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
除
幕
式
で
ス
タ
ー
ト
し

た
ま
つ
り
は
、キ
ャ
ベ
ツ
丸
か
じ
り
競
争
や
、キ
ャ
ベ

ツ
ス
ー
プ
の
振
る
舞
い
の
ほ
か
、
キ
ャ
ベ
ツ
コ
ロ
ッ

ケ
や
キ
ャ
ベ
ツ
カ
レ
ー
の
販
売
な
ど
、
キ
ャ
ベ
ツ
づ

く
し
の
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲青色や白色のアジサイに見入る来訪者

　

6
月
28
日
、
但
東
町
奥
赤
で
、
区
民
一
丸
と
な
っ

た
「
あ
じ
さ
い
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
春
先
に

は
、
ア
ジ
サ
イ
の
新
芽
が
シ
カ
の
食
害
に
遭
っ
た
こ

と
で
、開
催
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
て
い
ま
し
た
が
、「
祭

り
を
区
民
の
励
み
に
し
よ
う
」
と
開
催
を
決
定
す
る

と
、
色
鮮
や
か
な
ア
ジ
サ
イ
が
奥
赤
を
彩
り
ま
し
た
。

　

例
年
は
「
降
雨
に
映
え
る
ア
ジ
サ
イ
」
で
し
た
が
、

今
回
は
、
汗
ば
む
ほ
ど
の
晴
天
の
下
、
ア
ジ
サ
イ
も
、

太
陽
に
負
け
じ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

区
長
の
樫
本
義
弘
さ
ん
は
「
苗
を
植
え
始
め
て
か

ら
20
年
近
く
経
っ
て
い
る
。
70
歳
以
上
の
区
民
が
多

く
、
管
理
し
て
い
く
の
は
厳
し
い
が
、
今
後
も
祭
り

は
続
け
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

6
月
27
日
と
28
日
の
2
日
間
、
出
石
皿
そ
ば
協
同

組
合
が
企
画
し
た
「
出
石
皿
そ
ば
元
気
で
ご
ざ
る
」

が
、
出
石
総
合
支
所
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
遠
の
い
た
客

足
を
呼
び
戻
そ
う
と
、
手
打
ち
の
皿
そ
ば
を
１
人
前

3
0
0
円
で
振
る
舞
う
も
の
で
、
会
場
内
は
市
内
外

の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

大
阪
府
八
尾
市
か
ら
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
・
ミ
ス
テ

リ
ー
ツ
ア
ー
」
で
出
石
を
訪
れ
た
加
藤
啓
子
さ
ん
と

松
田
佳
子
さ
ん
は
「
お
い
し
か
っ
た
。
ほ
か
の
店
の

そ
ば
も
食
べ
て
み
た
い
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

約
2
千
食
分
の
売
上
げ
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
に
と
、
行
政
機
関
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。 ▲来場者に好評だった出石皿そば
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コーちゃん・オーちゃんの
「見つけた！豊岡元気人」

好
評
の
ガ
イ
ド

　
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ど
う
で
す
か
。案

内
し
ま
し
ょ
う
か
」と
、玄
武
洞
公

園
で
来
園
者
に
声
を
掛
け
て
い
る

の
は
、ガ
イ
ド
の
岸　

由
美
子
さ
ん
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
は
、
市
と
豊
岡
観

光
協
会
が
、
玄
武
洞
公
園
を
含

む
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
（
地

質
公
園
）」
が
、
昨
年
「
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
」
に
選
定
さ
れ
た
こ
と

や
、
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
6
月
末
ま
で
）」

で
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
を
見
込

み
、
ガ
イ
ド
と
し
て
、
女
性
3
人

を
配
置
し
た
も
の
で
す
。

　

ガ
イ
ド
は
、
3
人
の
う
ち
常
時

2
人
が
、
毎
日
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で
、
こ
の
公
園
内

の
休
憩
所
に
詰
め
、
希
望
者
に
無

料
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

案
内
が
と
て
も
好
評
で
、
当
初

は
今
年
5
月
1
日
か
ら
7
月
31
日

ま
で
の
間
、
ガ
イ
ド
を
置
く
予
定

で
し
た
が
、
10
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ラ
還か

ん

も
休
ん
で
い
る

暇
は
な
い

　

岸
さ
ん
は
、
秋
田
県
出
身
で
、

平
成
10
年
に
仕
事
の
関
係
で
大
阪

か
ら
城
崎
に
移
っ
て
来
ま
し
た
。

　
「
ア
ラ
還
〔
ア
ラ

ウ
ン
ド
還
暦
…
還
暦

（
60
歳
）
前
後
の
人
〕

に
な
り
、
玉
手
箱
を

１
つ
ず
つ
開
け
て
い

く
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
を
振
り
返

り
、
忘
れ
物
に
気
付

き
ま
し
た
。
地
球
や

宇
宙
の
こ
と
に
関
す
る
こ
と
が
大

好
き
な
私
は
、
休
ん
で
い
る
暇
は

な
い
と
、
こ
の
ガ
イ
ド
に
応
募
し

ま
し
た
」
と
岸
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

玄
武
洞
は逆

転
磁
場
の
発
見
地

　

玄
武
洞
の
名
は
、
江
戸
幕
府
の

儒
学
者
の
柴し
ば

野の

栗り
つ

山ざ
ん

に
よ
り
古
代

中
国
の
四
神
の
一
つ
「
玄
武
」
に

由
来
し
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
玄
武
洞
は
逆
転
磁
場
の

発
見
地
な
ど
地
球
科
学
史
に
不
滅

の
足
跡
を
残
す
研
究
が
行
わ
れ
た

場
所
で
す
。
玄
武
洞
は
、
柱
状
節

理
が
美
し
い
だ
け
で
な
く
、
地
質

的
な
価
値
か
ら
、
昭
和
6
年
に
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し

た（
15
ペ
ー
ジ
「
目
指
せ
！
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
参
照
）。

　

岸
さ
ん
は「
ガ
イ
ド
の
経
験
も
な

く
、
専
門
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、

手
渡
さ
れ
た
資
料
を
見
て
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。お
客
さ
ん
か
ら
聞
か
れ

て
、分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、図

書
館
に
行
っ
て
調
べ
た
り
、ま
た
逆

に
お
客
さ
ん
か
ら
教
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。逆
転
磁
場
の
発
見
地

と
い
う
こ
と
で
、方
位
磁
石
を
買
っ

て
調
べ
ま
し
た
が
駄
目
で
し
た
」

と
笑
顔
で
体
験
談
も
話
し
ま
す
。

地
球
大
好
き

お
ば
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー

　

岸
さ
ん
は
「
玄
武
洞
に
は
、
ア

カ
テ
ガ
ニ
や
野
鳥
が
た
く
さ
ん
い

て
、
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
案
内
を

し
て
、
お
客
さ
ん
が
、
好
奇
心
を

刺
激
さ
れ
て
笑
顔
で
帰
ら
れ
る
姿

を
見
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
皆

さ
ん
に
玄
武
洞
公
園
で
地
球
の
軌

跡
に
触
れ
て
ほ
し
い
で
す
。
お
ば

ち
ゃ
ん
だ
か
ら
、
友
達
感
覚
で
言

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。『
地
球

大
好
き
、
お
ば
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
』

で
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
、
来
園

者
を
見
か
け
る
と
、
す
ぐ
に
話
し

掛
け
、
案
内
し
て
い
ま
し
た
。

　

赤
石
の
玄
武
洞
公
園
に
は
、観
光
案
内
を
す
る
元
気
な
ガ

イ
ド
の
女
性
が
３
人
い
ま
す
。こ
の
う
ち
の
１
人
を
紹
介
し

ま
す
。

岸　

由
美
子
さ
ん（
56
歳
）城
崎
町
桃
島

▲玄武洞公園を案内する岸さん

▲ガイドの岸さん。趣味は城崎温
泉巡り、自然散策、植木鉢守（園
芸）

.
.
.
.
.
.

.
.
.
.
.
.

玄
武
洞
公
園
で
来
園
者
に

ガ
イ
ド
す
る
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの
「見つけた！豊岡元気人」
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音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
ダ
ン
ス

『
Ｈヒ

ッ
プ

ｉ
ｐ
♥
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
』（
豊
岡
）

　

 

「
Ｈ
ｉ
ｐ
♥
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」

は
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
愛

す
る
仲
間
が
集
ま
り
、
平
成
18
年

4
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の

名
前
に
は
、ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
の
よ

う
に
弾
け
た
元

気
な
グ
ル
ー
プ

で
あ
り
た
い
と

の
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、

30
代
か
ら
50
代

ま
で
の
女
性
8
人
。
毎
週

火
曜
日
の
夜
、
塩
津
体
育

館
に
集
ま
り
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
飛
び
跳
ね
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
豊
岡
市

民
プ
ラ
ザ
事
業
の
「
サ
ロ

ン
de
ダ
ド

ン
ス
」「
踊
り
に

行
く
ぜ
‼
」「
見
て
ぇ
な

ダ
ン
ス
2
0
0
9
」
の
舞

台
に
出
演
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
指
導

者
で
も
あ
る
生
駒
智さ
と

美み

さ
ん
（
戸

牧
）
は
、「
振
り
付
け
に
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
や
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
、
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
な
ど
も
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
息
長

く
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
口
を

そ
ろ
え
て
、「
ダ
ン

ス
は
、
脳
を
活
性
化

し
て
、
心
も
身
体
も

若
く
な
り
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
を
解
消
で
き

て
、
健
康
に
な
っ
て
、

体
力
ま
で
つ
く
ん
で

す
」と
、効
能
を
語
っ

て
く
れ
ま
し

た
。

　

現
在
は
、

来
年
開
催
予

定
の
ダ
ン
ス

事
業
に
向
け

て
、
練
習
を

重
ね
て
い
ま

す
が
、
人
数

が
多
い
と
多

彩
な
演
出
が
で
き
る
の
で
、
新
人

は
大
歓
迎
で
す
。

　

問
合
せ
は
、
生
駒
さ
ん
ま
で
。

☎
0
9
0
－
1
1
5
9
－
5
5
2
7

　

市
内
の
保
育
園
で
最
も
西
に
位

置
す
る
「
西
気
保
育
園
」。
神
鍋

高
原
な
ど
、
大
自
然
の
中
で
元
気

に
園
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

6
月
30
日
、
市
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
た
じ
ま
荘
」（
日

高
町
十
戸
）
へ
出
か
け
、
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
と
の

「
た
じ
ま
荘
交
流
会
」
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
の
ぞ
い

て
み
ま
し
た
。

演
技
の
前
に
、リ
ラ
ッ
ク
ス
！

　
「
た
じ
ま
荘
」
に
到
着
し
て
、ま

ず
園
児
た
ち
を
歓
迎
し
た
の
は
、

そ
こ
で
飼
わ
れ
て
い

る
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ

グ
の
「
ま
る

子
」
で
す
。

白
く
て
愛
ら
し
い

姿
に
、
園
児
た
ち
も

す
ぐ
に
親
し
み
を
覚
え
、「
ま
る

子
」
を
囲
ん
で
の
触
れ
合
い
タ
イ

ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
交
流

会
で
の
演
技
を
前

に
、
園
児
た
ち
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
。
み

ん
な
笑
顔
で
交
流

会
を
迎
え
ま
し
た
。

歌
っ
て
♪
踊
っ
て
♪

　

交
流
会
は
、
園
児
た
ち
の
元
気

な
歌
声
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
「
か
た
つ
む
り
」
や
「
う
さ
ぎ

と
か
め
」
な
ど
、

お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
た

ち
も
昔
を
思
い
出

す
、
懐
か
し
い
曲

で
す
。

　

そ
し
て
、
歌
い
終
わ

る
と
、「
青
い
山

脈
」
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
踊
り
ま

し
た
。
会
場
の
手

拍
子
も
さ
ら
に

大
き
く
な
り
ま

し
た
。

一
緒
に
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
！

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
演
技
が
終
わ

る
と
、
園
児
た
ち
は
、
お
じ
い
さ

ん
や
お
ば
あ
さ
ん

た
ち
の
席
へ
と
移

動
。
仲
良
く
一
緒

に
「
げ
ん
こ
つ
や

ま
の
た
ぬ
き
さ
ん
」

や
「
む
す
ん
で
ひ

ら
い
て
」
な
ど
、

楽
し
く
触
れ
合
い
な
が
ら
遊
び
ま

し
た
。

感
謝
の
気
持
ち「
あ
り
が
と
う
」

　

あ
っ
と
い
う
間
に
保
育
園
へ
帰

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に

園
児
た
ち
は
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、

お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ

ん
た
ち
の
肩
を

た
た
き
ま
し
た
。

す
る
と
「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
、
園
児
た
ち
も
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
も
、
み

ん
な
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
だ
け
で

な
く
、
大
切
な
こ

と
も
学
ん

だ
交
流
会

で
し
た
。

西に
し

気き

保
育
園
（
日
高
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
15
人
〉

保
育
園
に
広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑱

▲元気いっぱい跳ねてます

▲ダンスの１シーン
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
4

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
!
4

広報とよおか　2009.7.25 22

 家庭でできる取組み10項目 二酸化炭素
削減量（㎏）

節約額
（円）

①冷房の温度を１度高く、暖房の温度
を１度低く設定する 33 1,800

②週２日往復８㎞の車の運転をやめる 184 9,200
③１日５分のアイドリングストップを行う 39 1,900
④待機電力を50％削減する 60 3,400
⑤シャワーを１日１分家族全員が減らす 69 7,100
⑥風呂の残り湯を洗濯に使い回す 7 4,200
⑦ジャー（炊飯器）の保温を止める 34 1,900
⑧家族が同じ部屋で団らんし、暖房と

照明の利用を２割減らす 238 10,400

⑨買い物袋を持ち歩き、省包装の野菜
を選ぶ 58 資源節約

⑩テレビ番組を選び、１日１時間テレ
ビ利用を減らす 14 800

　

 

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に

■
ロ
ー
ン
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
借
金

　

ロ
ー
ン
に
は
、住
宅
・
教
育
ロ
ー

ン
や
自
動
車
ロ
ー
ン
の
よ
う
に
使

い
道
が
限
定
さ
れ
た
も
の
と
、キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
の
よ
う
に
目
的
を
問
わ
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
使
い
道

が
自
由
な
ロ
ー
ン
ほ
ど
金
利
が
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

消
費
者
金
融（
サ
ラ
金
）会
社
か

ら
の
借
り
入
れ
も
、
現
金
を
持
ち

歩
か
な
い
で
買
い
物
が
で
き
る
便

利
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
も
、

﹁
借
金
の
契
約
﹂で
す
。
そ
の
契
約

に
基
づ
い
て
、
あ
な

た
は
後
で
お
金
を
支

払
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
多
重
債
務
の
恐
ろ
し
さ

　

消
費
者
金
融
会
社
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
の
安
易
な
利
用
に

よ
り
、
借
金
が
雪
だ
る
ま
式
に
増

え
て
し
ま
う﹁
多
重
債
務
﹂に
陥
る

ケ
ー
ス
の
増
加
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
中
に
は
、
夜
逃
げ
や
自

殺
な
ど
、
深
刻
な
状
況
に
追
い
込

ま
れ
て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
す
。

■
金
利
の
負
担
に
注
意
！

　

毎
月
の
返
済
額
は
同
じ
で
も
、

高
金
利
ほ
ど
返
済
に
要
す
る
期
間

が
長
く
な
り
、
返
済
負
担
は
重
く

な
り
ま
す
。

※
現
行
法
上
、
年
利
29
・
2
％
を

超
え
、
業
と
し
て
貸
し
付
け
を

行
う
と
、
貸
し
手
は
刑
事
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
の
支
払
い

　

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

利
息
制
限
法
の
利
率
を
超
え
た

金
利
か
ら
29
・
2
％
ま
で
の
金
利

を
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
と
言
い
ま

す
。
そ
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
は

無
効
で
あ
り
、
支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
に
支
払
っ

た
場
合
で
も
、
過
払
い
が
あ
れ
ば

返
還
請
求
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

現
行
法
上
で
は
、
任
意
の
支
払
い

で
、か
つ
、貸
金
業
者
が
法
令
で
義

務
付
け
ら
れ
た
書
面
交
付
を
行
っ

て
い
る
場
合（
み
な
し
弁
済
規
定
）

は
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
で
も
有

効
と
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

■
新
貸
金
業
法
が
成
立

　

平
成
18
年
12
月
、
金
利
規
制
を

大
幅
に
強
化
す
る
新
貸
金
業
法

（
貸
金
業
規
制
法
・
利
息
制
限
法
・

出
資
法
な
ど
の
法
改
正
）が
成
立

し
ま
し
た
。
金
利
規
制
に
関
し
、

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
は
、
遅
く
て

も
平
成
22
年
6
月
18
日
ま
で
に
廃

止
さ
れ
、
超
過
分
は
無
効
に
な
り

ま
す
。

■
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に

・
そ
れ
は
本
当
に
必
要

な
お
金（
物
）で
す
か
。

・
今
、利
用
し
て
大
丈
夫
で
す
か
。

・
利
用
し
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
金
利
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

・
借
金
返
済
の
た
め
の
借
金
で
は

な
い
で
す
か
。

・
返
済
の
め
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

■
多
重
債
務
に
陥
っ
た
と
き
は

　

万
が
一
、
努
力
し
て
も
返
済
で

き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
返
済
の
た
め
に
新
た
な
借

金
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
問
題

を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
す
。

　

多
重
債
務
問
題
の
相
談
窓
口
に

速
や
か
に
相
談
し
、
解
決
策
を
立

て
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
、
く
ら
し
の
相
談
室
に

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日（
祝

　

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

京
都
議
定
書
に
よ
る
日
本
の
温

室
効
果
ガ
ス
6
％
削
減
約
束
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
は
、1
世
帯
当
た
り
約
5
、3
5

0
キ
ロ
グ
ラ
ム（
2
0
0
7
年
）で

す（
内
、
電
気
が
42
・
3
％
、ガ
ソ

リ
ン
が
27
・
2
％
）。

　

一
人
ひ
と
り
が
「
ち
ょ
っ
と
で

も
」を
心
掛
け
、
そ
の
行
動
を「
つ

な
ぐ
」こ
と
で
大
き
な

成
果
に
な
り
ま
す
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

︽
問
合
せ
︾コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
☎
21

－

9
0
1
7

み
ん
な
で
取
り
組
む
温
暖
化
対
策

　
　
　
　
　
「
家
庭
で
で
き
る
取
組
み
」

※二酸化炭素削減量と節約額は、年間の概算数値（2007年4月）
（参考・資料）
・全国地球温暖化防止活動推進センターホームページ
　http://www.jccca.org/index.php

お知らせ　公共機関を装った詐欺目的のはがきが届くことがありますが、相手に連絡をしないでください。不安なときは、近くの警察署またはくらしの相談室に相談ください。
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本
田
健
人
さ
ん（
竹
野
町
林
出

身
）が
７
月
８
日
か
ら
12
日
ま
で

開
催
さ
れ
た
第
6
回
世
界
ユ
ー
ス

陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
イ
タ
リ

ア
）の
１
万
メ
ー
ト
ル
競
歩
に
日

本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、各
国

の
選
手
を
相
手
に
健
闘
し
ま
し
た
。

　

5
月
に
石
川
県
金
沢
市
で
開
催

さ
れ
た
世
界
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
日
本
代
表
選
手
選
考
競

技
会
で
優
勝
し
、
大
会
出
場
権
を

得
て
い
ま
し
た
。

豊
岡
市
出
身
の
本
田
健
人
選
手
が
、

世
界
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権

大
会（
1
万
メ
ー
ト
ル
競
歩
）

に
出
場
し
ま
し
た▲高校総体の近畿予選での本田選手（先頭）

　

田
中
善
之
さ
ん（
日
高
町
栗
栖

野
出
身
）が
、7
月
28
日
か
ら
チ
ェ

コ
で
開
催
さ
れ
る
F
I
S（
国
際

ス
キ
ー
連
盟
）ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選

手
権
の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
岡
市
出
身
の
田
中
善
之
選
手
が
、

F
I
S
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権

（
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
）の
日
本
代
表
に

選
ば
れ
ま
し
た▲アップかんなべゲレンデで世界選

手権に向け練習する田中選手
　

清
水
将
也
さ
ん（
正
法
寺
出
身
）

が
、8
月
15
日
か
ら
ド
イ
ツ（
ベ
ル

リ
ン
）で
開
催
さ
れ
る
世
界
陸
上

選
手
権
の
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
ま

す
。

　

清
水
さ
ん
は
、3
月
に
開
催
さ

れ
た
び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
に
双

子
の
弟
智
也
さ
ん
と
共
に
出
場
し
、

日
本
人
ト
ッ
プ
の
4
位（
2
時
間

10
分
22
秒
）に
な
り
、
代
表
入
り

を
決
め
ま
し
た
。
智
也
さ
ん
は
6

位（
日
本
人
2
位
）で
し
た
。

　

世
界
の
大
舞
台
で
活
躍
す
る
清

水
選
手
を
、
皆
さ
ん
、一
緒
に
応

援
し
ま
し
ょ
う
！

▲びわ湖毎日マラソンでデッドヒートを繰り広げる清水将也選手（右）

豊
岡
市
出
身
の
清
水
将
也
選
手
が
、

世
界
陸
上
選
手
権（
マ
ラ
ソ
ン
）

に
出
場
し
ま
す

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
あ
か
ね

は
わ
が
家
の
宝
物
♡
そ
の
笑
顔
で
癒

し
続
け
て
ね
。

（
父 

進
・
母 

真
澄
、野
田
）

　

1
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。千

紘
の
笑
顔
に
い
つ
も
癒
さ
れ
る
よ
♪

元
気
で
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。

（
父 

憲
二
・
母 

ゆ
か
、森
尾
）

岡野千
ち ひ ろ

紘ちゃん
（平成20年5月13日生）

江尻あかねちゃん
（平成20年1月23日生）

　

無
事
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
!!
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
♡

（
父 

悟
・
母 

真
紀
、日
高
町
上
石
）

山本凌
り お

央ちゃん
（平成20年6月17日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

1
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。元

気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね
。

(

父 

尊
・
母 

紗
織
、日
高
町
頃
垣
）

西澤一
い ち か

花ちゃん
（平成20年6月9日生）

　

1
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。お

め
め
パ
ッ
チ
リ
か
わ
い
い
ぞ
!!

（
母 

宏
美
、清
冷
寺
）

西田萌
も か

華ちゃん
（平成20年6月13日生）

■
優
勝

▽
小
西
恵
一（
但
東
町
久
畑
）

　

小
西
さ
ん
は
、8
月
1
日
・
2

日
に
三
重
県
鈴
鹿
市
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

兵
庫
県
二
輪
車
安
全
運
転

競
技
会

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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●豊 岡 市 役 所
　☎23−1111
●城崎総合支所
　☎32−0001
●竹野総合支所
　☎47−1111
●日高総合支所
　☎42−1111
●出石総合支所
　☎52−3111
●但東総合支所
　☎54−1000

期　

間

　

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数
多
く

の
方
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
8
月
15
日（
土
）、
日

催　

し

本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）で

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
、

正
午
を
合
図
に
1
分
間
の
黙
と
う

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
や
家
庭
な
ど
で
、
正
午
の

時
報
を
合
図
に
、
追
悼
と
平
和
の

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

8
月
15
日
は

　
「
戦
没
者
を
追
悼
し

　
　

平
和
を
祈
念
す
る
日
」

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

出
石
藩
夏
祭
り

出
石
城
跡　

野
外
映
画
会

市
民
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

パ
ー
ト
Ⅰ　

名
画
鑑
賞
会

8
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

･
あ
な
た
の
お
家
は
大
丈
夫
？
日

ご
ろ
か
ら
電
気

安
全
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

･
自
家
用
施
設
の
電
気
事
故
は
日

ご
ろ
の
チ
ェ
ッ
ク
で
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

･
地
震
・
雷
・
風
水
害
な
ど
の
自

然
災
害
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら

電
気
の
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　
（
財
）関
西
電
気
保
安

協
会
豊
岡
技
術
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
－
5
5
0
8

い
て
い
ま
す
。必
ず
、大
き
な
感
動

を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▽
日
時　

8
月
9
日（
日
）

･
1
部　

午
後
1
時
〜
3
時
10
分

･
2
部　

午
後
4
時
〜
6
時
10
分

▽
場
所　

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
・

社
会
教
育
係
☎
23
－
0
3
4
1

　

日
本
初
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国

語
映
画
賞
受
賞
作

「
お
く
り
び
と
」を

上
映
し
ま
す
。

　
「
死
」と
い
う
普

遍
的
な
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
夫
婦

の
愛
、
父
や
母
、
家
族
へ
の
想
い
、

友
情
や
仕
事
へ
の
誇
り
な
ど
、
人

権
に
つ
い
て
の
多
く
の
課
題
を
描

▽
日
時
・
内
容

○
8
月
12
日（
水
）午
後
7
時
40
分

〜
・「
旭
山
動
物
園
物
語
」

○
8
月
13
日（
木
）午
後
7
時
40
分

〜
・「
お
く
り
び
と
」

▽
場
所　

出
石
城
跡

※
雨
天
の
場
合
は
、

出
石
永
楽
館
で
上

映
し
ま
す
。

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

出
石
藩
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局

　

☎
52
－
6
0
4
5

　

く
ら
し
の
中
で
役
立
つ
情
報
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▽
日
時　

8
月
25
日（
火
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

県
立
但
馬
文
教
府　

会

議
室（
妙
楽
寺
）

▽
内
容

〈
講
演
〉

･
演
題　
「
ニ
セ
科
学
に
だ
ま
さ
れ

な
い
た
め
に
」

･
講
師　

大
阪
大
学
サ
イ
バ
ー
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
教
授　

菊
池

誠
さ
ん

〈
寸
劇
〉

･
演
題　
「
悪
質
商
法
の
手
口
」

･
出
演　

闘
う
一
座

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　

8
月
24
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
生
活

科
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
23
－
1
4
9
0

　

FAX 
23
－
0
9
9
8
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但
馬
ド
ー
ム
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム「
世
界
に
発
信
！

地
域
の
た
か
ら
も
の
展
」

〜
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
・

絶
滅
危き

惧ぐ

生
物
〜

豊
岡
市
長
杯
争
奪
将
棋
大
会

▽
日
時　

8
月
23
日（
日
）午
前
10

時
〜（
申
込
受
付　

午
前
9
時
）

▽
場
所　

県
立
但
馬
文
教
府　

2

階　

会
議
室（
妙
楽
寺
）

▽
対
象　

･
A
級　

3
段
以
上

･
B
級　

初
段
・
2
段

　

地
元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る「
べ
ろ

べ
ろ
節
」や「
松
坂
節
」を
、
一
緒
に

踊
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容　

○
8
月
14
日（
金
）午
後
7
時
〜
盆

踊
り
、9
時
10
分
〜
お
菓
子
配
り

○
8
月
15
日（
土
）午
後
7
時
〜
盆

踊
り
、8
時
35
分
〜
仮
装
コ
ン
テ

ス
ト

▽
場
所　

豊
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド（
中
央
町
）

◆
盆
踊
り
練
習
会

▽
日
時　

8
月
5
日

（
水
）・
8
日（
土
）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
地
区
公
民
館　

3

階　

集
会
室（
立
野
町
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
民
よ
う
振
興

会
豊
岡
盆
お
ど
り
大
会
実
行
委

員
長　

日
下
部
昌
男
さ
ん

　

☎
22
－
2
0
0
8

･
C
級　

1
級
以
下（
小
・
中
学
生

を
含
む
）

▽
試
合
方
法

･
A
・
B
級　

予
選
リ
ー
グ
戦
の

後
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

･
C
級　

リ
ー
グ
戦

▽
参
加
費　

一
般
2
、0
0
0
円
、

小
中
学
生
1
、5
0
0
円

※
支
部
会
員
は
、1
、5
0
0
円

（
昼
食
付
）

▽
そ
の
他　

今
回
は
、

但
馬
支
部
の
師
範

「
若
松
政
和
七
段
」

と「
神
崎
健
二
七
段
」を
特
別
講

師
と
し
て
迎
え
、指
導
対
局
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

日
本
将
棋
連
盟
但
馬

支
部　

支
部
長　

木
谷
敏
勝

　

☎
24
－
2
0
6
1 

▽
日
時　

8
月
22
日（
土
）午
前
9

時
〜（
受
付　

午
前
8
時
45
分
〜
）

※
小
雨
決
行

▽
場
所　

神
美
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
種
目　

男
女
シ
ン
グ
ル　

▽
参
加
費　

1
、0
0
0
円

▽
定
員　

男
女
各
16
人

（
最
少
開
催
人
数　

4
人
）

▽
申
込
期
限　

8
月
15
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
テ

ニ
ス
協
会　

斎
藤
直
喜
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
3
4
9
6
－
3
7
3
9

マ
ン
ス
リ
ー
シ
ン
グ
ル

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

募　

集

「
年
金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」     

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
募
集

◆
作
文

▽
対
象　

中
学
生

▽
作
品
要
件

　

市
販
の
4
0
0

字
詰
原
稿
用
紙（
縦
書
き
）3
枚

◆
ポ
ス
タ
ー

▽
対
象　

中
学
・
高
校
生

▽
作
品
要
件　

B
3
サ
イ
ズ
お
よ

び
4
つ
切
画
用
紙
に
、「
国
民
年

金
」ま
た
は「
年
金
」を
含
む
文
字

を
入
れ
る
。共通

事
項

▽
要
件　

･
テ
ー
マ「
公
的
年
金
に
関
す
る
も

の
」

･
題
名
、
学
校
名
、
学
年
、
ク
ラ

ス
、氏
名
を
記
入（
ポ
ス
タ
ー
は
、

規
定
用
紙
に
記
入
し
、
裏
面
に

貼
付
）

▽
応
募
方
法　

各
中
学
校
・
高
校

に
提
出
ま
た
は
兵
庫
社
会
保
険

事
務
局
へ
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
限　

9
月
11
日（
金
）

▽
応
募
・
問
合
せ　

兵
庫
社
会
保

険
事
務
局
運
営
課
国
民
年
金
係

（
〒
6
5
1
－
0
0
8
7　

神

戸
市
中
央
区
御
幸
通
7
丁
目
1

－
15　

三
宮
ビ
ル
南
館
7
階　

　

☎
0
7
8
－
2
9
1
－
5
2
1
4

　

但
馬
地
域
に
は
、

世
界
に
誇
る
景
観
、

動
植
物
な
ど
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

壮
大
な
景
観
美
と
日
本
列
島
誕

生
の
過
程
を
今
に
伝
え
る
山
陰
海

岸
や
絶
滅
の
危
機
か
ら
野
生
復
帰

を
目
指
す
コ
ウ
ノ
ト
リ
な
ど
を
紹
介

す
る
写
真
や
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時　

8
月
1
日（
土
）〜
31
日

（
月
）の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム　

ド
ー

ム
棟
2
階　

展
望
デ
ッ
キ

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

☎
45
－
1
9
0
0

市
伝
統
芸
能
伝
承
事
業

　
　
　

豊
岡
盆
お
ど
り
大
会
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◆
演
劇
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
V
O
L
・
6

　

但
馬
伝
説
〜「
と
き
じ
く（
仮
称
）」〜

　

上
演
に
向
け
て
役
者
・
裏
方
募
集

　

市
民
に
よ
る
創
作
演
劇
で
す
。

▽
公
演

･
3
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）…

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

･
3
月
27
日（
土
）…
出
石
永
楽
館

▽
稽け
い

古こ

日　

9
月
7
日（
月
）〜
原

則
毎
週
月
曜
日
夜（
後
半
は
週
2

回
開
催
予
定
）

▽
対
象　

高
校
生
以
上

※
高
校
生
は
、
保
護
者
の
同
意
が

必
要
で
す
。

▽
定
員　

役
者
10
人
程
度
、
裏
方

若
干
名

◆
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

　
　

体
験
講
座
参
加
者
募
集

　

あ
な
た
も
戯ぎ

曲き
ょ
く（
芝
居
の
台
本
）

を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
稽
古
日
時　

9
月
9
日
、
16
日
、

23
日
、30
日
、10
月
7
日
、14
日
、

21
日
、
28
日
（
計
8
回
、
い
ず

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

（
〒
6
6
8ｰ
0
0
3
1　

大

  

手
町
4ｰ

5　

ア
イ
テ
ィ
7
階
）

☎
24ｰ
3
0
0
0

FAX 

24ｰ
3
0
0
4

plaza

＠city.toyooka.
lg.jp

れ
も
水
曜
日
の
午
後
7
時
〜
9

時
30
分
）

※
11
月
5
日（
木
）午
後
7
時
〜
9

時
30
分
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い

ま
す
。

▽
稽
古
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

リ
ハ
ー
サ
ル
室

▽
発
表
日
時
・
場
所　

11
月
6
日

（
金
）午
後
7
時
〜
・
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ　

交
流
サ
ロ
ン

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

10
人
程
度

共
通
事
項

▽
申
込
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
住
所
、氏
名
、年
齢
、連
絡
先
、

応
募
動
機
を
記
入
の
上
、
は
が

き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

8
月
31
日（
月
）

◆『
村
芝
居
ま
つ
り
』

　

出
演
団
体
募
集

　

各
地
区
公
民
館
の
文
化
祭
で
発

表
さ
れ
る
村
芝
居
を
、
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
で
上
演

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
開
催
日　

11
月
23
日（
月
・
祝
）

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ

▽
対
象　

今
年
の
豊
岡
市
地
区
公

民
館
文
化
祭
で
演
劇
を
発
表
す

る
予
定
の
団
体
な
ど

※
上
演
時
間
は
40
分
以
内
で
、
転

換（
準
備
と
片
付
け
）時
間
は
10

分
以
内
で
で
き
る
作
品

▽
参
加
費　

無
料

▽
募
集
組
数　

4
組

▽
申
込
方
法　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

と
各
地
区
公
民
館
に
あ
る
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

地
区
公
民
館
を
通
し
て
、
豊
岡

市
民
プ
ラ
ザ
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　

10
月
31
日（
土
）

　

植
村
直
己
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

し
て
登
っ
た
富
士
山
に
、
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

植
村
直
己
冒
険
賞
受
賞
者
を
は

じ
め
と
す
る
登
山
の
専
門
家
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▽
期
間　

9
月
7
日（
月
）〜
10
日

（
木
）3
泊
4
日（
車
中
1
泊
）

※
7
日
午
後
9
時
、
日
高
総
合
支

所
前
に
集
合
く
だ
さ
い
。

▽
最
少
催
行
人
員　

20
人

▽
参
加
費　

5
0
、0
0
0
円

▽
申
込
期
限　

8
月
24
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ど
ん
ぐ
り

山
友
会（
植
村
直
己
冒
険
館
内
）

☎
44
－
1
5
1
5

富
士
山
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

〜
植
村
直
己
冒
険
賞
受
賞
者

が
登
山
案
内
〜
参
加
者
募
集

第
34
回
但
馬
文
学
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集

　

但
馬
地
域
に
お
け
る
短
詩
型
文

学
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、短

歌
・
俳
句
・
冠
句
・
川
柳
の
合
同
作
品

発
表
と
研
さ
ん
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時　

11
月
7
日（
土
）午
前
9

時
40
分
〜

▽
場
所　

県
立
但
馬
文
教
府（
妙
楽

寺
）

▽
対
象　

短
詩
型
文
学
グ
ル
ー
プ
員

お
よ
び
関
心
の
あ
る
方
、児
童・生

徒（
小・中
学
校
、高
等
学
校
な
ど
）

◆
作
品
募
集

▽
部
門　

短
歌
・
俳
句
・
冠
句
・

川
柳（
課
題
な
ど
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▽
応
募
点
数

･
一
般
の
部
…
各
部
門

1
人
1
点

･
児
童
・
生
徒
の
部
…
い
ず
れ
か

1
部
門
で
1
人
1
点

※
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

▽
参
加
費　

1
部
門
1
、0
0
0
円

（
児
童
・
生
徒
は
無
料
）

▽
応
募
期
限　

･
一
般
の
部
…
8
月
31
日（
月
）

･
児
童
・
生
徒
の
部
…
9
月
7
日（
月
）

▽
応
募
・
問
合
せ　

県
立
但
馬
文

教
府
☎
22
－
4
4
0
7
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▽
募
集
職
種
・
人
数　

保
育
士
・

若
干
名

※
準
職
員
で
月
給
制
で
す
。な
お
、

準
職
員
は
1
年
契
約
で
す
が
、

正
規
職
員
受
験
資
格
を
有
し
な

が
ら
勤
務
い
た
だ
く
も
の
で
、

契
約
更
改
も
あ
り
ま
す
。

▽
受
験
資
格　

保
育
士
資
格
と
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
短
大

ま
た
は
専
門
学
校
卒
業
以
上
の

方（
平
成
22
年
3
月
31
日
現
在
）

▽
選
考
日
時　

10
月
4
日（
日
）午

前
9
時
〜

▽
選
考
場
所　

蓼
川
保
育
園

▽
選
考
方
法　

面
接
、小
論
文
、保

育
実
技（
ピ
ア
ノ
、
歌
唱
、
絵
本
）

※
詳
細
は
、
願
書
受
付
後
、
送
付

し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を

貼
付
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

9
月
11
日（
金
）当

日
消
印
有
効

▽
採
用
年
月
日　

平
成
22
年
4
月

1
日

※
3
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

研
修
が
あ
り
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
法

人 

蓼
川
福
祉
会 

蓼
川
保
育
園

　
（
〒
6
6
9
－
5
3
0
5　

日

高
町
祢
布
1
0
0
1
－
1
）

　

☎
42
－
0
1
6
9

　

10
月
24
日（
土
）と
25
日（
日
）に

開
催
す
る「
第
12
回
大
石
り
く
ま
つ

り
」や
、
り
く
の
ふ
る
里
「
豊
岡
」

の
P
R
な
ど
に
活
躍
す
る「
豊
岡
・

り
く
娘
」を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

但
馬
地
域
に
在
住
ま
た

は
在
勤
し
、
19
歳
以
上
30
歳
未

満（
平
成
21
年
7
月
1
日
現
在
）

の
未
婚
女
性
で
、大
石
り
く
ま
つ

り
の
ほ
か
、各
種
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン

活
動
や
観
光
諸
行
事
の
P
R
に

協
力
で
き
る
方

▽
任
期　

次
回
の
大
石
り
く
ま
つ

り
開
催
ま
で（
約
1
年
間
）

▽
定
員　

2
人

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
申
込
方
法　

豊
岡
観
光
協
会
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、写
真（
全
身
ま
た
は
上
半

身
）を
添
え
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

8
月
31
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

大
石
り
く

ま
つ
り
実
行
委
員
会（
豊
岡
観
光

協
会
内
）※
水
曜
日
定
休

　

☎
22
－
8
1
1
1

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
い「
地

引
網
」を
体
験
し
、
親
子
で
夏
休

み
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

7
月
31
日（
金
）・
8
月
7

日（
金
）・
21
日（
金
）午
前
10
時
30

分
〜
網
引
き

▽
場
所　

気
比
の
浜
海
水
浴
場

▽
参
加
費　

無
料

※
荒
天
の
場
合
は
、
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
観
光
協
会（
J
R

　

豊
岡
駅
内
）☎
22
－
8
1
1
1

（
当
日
の
問
合
せ
は
、気
比
の
浜

海
岸
浜
事
務
所

　

☎
28
－
2
1
0
1
）

　

兵
庫
県
が
ロ
シ
ア
・
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
地
方
と
友
好
提
携
を
締
結
し

て
40
周
年
を
迎
え
る
今
年
、
極
東

の
人
々
と
草
の
根
レ
ベ
ル
の
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
民
交

流
団
を
派
遣
し
ま
す
。

▽
日
時　

9
月
16
日（
水
）〜
21
日

（
月
）6
日
間

▽
目
的
地　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク（
ロ
シ
ア
）

▽
旅
行
代
金　

2
9
8
、0
0
0
円

　
（
食
事　

朝
5
回
、昼
5
回
、夕
5

回
を
含
む
）

▽
最
少
催
行
人
員　

10
人

▽
申
込
期
限　

8
月
14
日（
金
）

▽
企
画
に
関
す
る
問
合
せ　
（
財
）

兵
庫
県
国
際
交
流
協
会

　

☎
0
7
8
－
2
3
0
－
3
0
9
0

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

J
T
B
西

日
本
神
戸
支
店
法
人
営
業
部　

　

☎
0
7
8
－
3
6
6
－
6
1
9
5

▽
開
催
日　

11
月
14
日（
土
）・
15

日（
日
）

▽
対
象　

市
内
で
地
産
地
消
を
目

的
と
し
、
非
営
利
活
動
に
よ
り
、

地
元
の
特
産
物
や
特
産
品
を
出

店
い
た
だ
け
る
団
体
な
ど

▽
募
集
団
体
数　

12
団
体

※
募
集
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▽
出
店
料　

1
ブ
ー
ス
当
た
り
5
、

　

0
0
0
円（
長
机
2
台
、円
い
す

3
脚
を
含
む
）

▽
申
込
期
限　

8
月
17
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

農
林
水
産

課
農
政
係
☎
23
－
1
1
2
7

平
成
22
年
度 

社
会
福
祉
法
人

蓼た
で
が
わ川
福
祉
会 

職
員
募
集

「
豊
岡
・
り
く
娘
」募
集

気
比
の
浜「
地
引
網
」

参
加
者
募
集

友
好
提
携
40
周
年

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
兵
庫
県
民
交
流
団

参
加
者
募
集

「
平
成
21
年
度
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

コ
ウ
ノ
ト
リ
翔か

け
る
但
馬
ま
る
ご
と

感
動
市
」市
町
出
店
団
体
募
集
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環
境
行
動
が
経
済
効
果
に
つ
な

が
り
、
そ
の
経
済
効
果
に
よ
っ
て

環
境
行
動
が
活
発
に
な
り
、
さ
ら

に
経
済
効
果
が
高
ま
る（
環
境
と
経

済
が
共
鳴
す
る
）。
市
で
は
、こ
の

よ
う
な
事
業
を
進
め
る
た
め
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
税
の
滞
納
者
な
ど
は
、
補
助
金

を
交
付
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▽
申
込
方
法　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
に
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
☎
21
－
9
0
1
7

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kounotorikyousei@
city.

　
　
　
　
　
　

toyooka.lg.jp

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
え
、

み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

8
月
29
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

市
民
会
館

4
階　

大
会
議
室

▽
対
象　

市
内
在
住
で
認
知
症
に

関
心
の
あ
る
方

▽
講
師　

大
植
病
院　

医
師　

大

認
知
症
講
座

講
座
・
教
室

環
境
経
済
事
業
補
助
金
の

　
　
　
　
　
　

 

追
加
募
集

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室

　

2
0
0
9（
8
月
講
座
）

平
成
21
年
度

豊
岡
市
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

▽
日
時　

8
月
18
日（
火
）午
後
2

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

日
陰
で
楽
し
む
植
物
を

使
っ
た
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ
ん

▽
参
加
費　

2
、5
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

8
月
5
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係

　

☎
23
－
5
3
0
4

川
慎
吾
さ
ん

▽
定
員　

1
0
0
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　

8
月
5
日（
水
）〜

25
日（
火
）

▽
申
込
方
法　

市
民
課
、
高
年
福

祉
課
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

高
年
福
祉

課
☎
29
－
0
0
5
5

　

FAX　
29
－
3
1
4
4

　

地
域
で
手
話
通

訳
活
動
を
し
て
い

る
方
や
学
ん
で
い

る
方
を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
登
録
通
訳
者
と
し
て
の
必
要

な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、手
話

通
訳
者
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

8
月
23
日（
日
）〜
11
月

21
日（
土
）の
間
の
土
・
日
曜
日

（
合
計
10
回
）午
前
10
時
30
分
〜

午
後
3
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
地
区
公
民
館（
立
野

町
）

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
の
要
件
に

該
当
す
る
方

･
手
話
で
聴
覚
障
害
者
と
日
常
会

話
が
可
能
な
方

･
18
歳
以
上
で
地
域
の
手
話
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
3
年
以
上
手
話
を

学
ん
で
い
る
方

･
市
の
登
録
手
話
通
訳
者
と
し
て

活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
方

▽
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、テ
キ

ス
ト
代
2
、7
0
0
円
必
要
）

▽
募
集
人
員　

15
人

▽
募
集
期
限　

8
月
17
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
－
7
0
3
3

内　容
①環境経済推進
提案型事業　
（※注）

②環境経済型の
新製品、新技
術等の開発

③未活用資源（不
要物など）によ
る製品づくり
の設備投資

④環境経済型事
業に関する大
学等との共同
研究など

補助率 ２分の１ ２分の１ ３分の１ ２分の１
補助金額 〜300万円 30万円〜300万円 10万円〜50万円 〜25万円

申込期限 　8月31日（月）。ただし、①のうち補助金額が25万円以下の事業と④は、
先着順に申請を受け付け、補助金交付の可否を決定します。

※注…「豊岡の環境と経済の共鳴を進めるために、市内でこの商品、サービス、仕
組み等を開発・推進する」を提案いただき、審査によりその開発・推進などの費
用を補助します（今年度新規事業）。
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夏
休
み
の
子
ど
も
の
宿
題
に
い

か
が
で
す
か
。
木
工
に
ア
ク
リ
ル

絵
の
具
で
彩
色
す
る「
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
教
室（
木
工
で
作
る
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
親
子
）」の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽
日
時　

8
月
23
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館　

（
祥
雲
寺
）

▽
講
師　

前
田
郷き
ょ
う

子こ

さ
ん
、
貝
谷

恵
子
さ
ん

▽
参
加
費　

6
0
0
円（
材
料
費
）

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
汚

れ
て
も
よ
い
服（
ア
ク
リ
ル
絵
の

具
使
用
の
た
め
）

▽
申
込
期
限　

8
月
9
日（
日
）

▽
そ
の
他　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
作

品
展
を
8
月
18
日（
火
）か
ら
30

日（
日
）ま
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化

館
で
開
催
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
文
化
館
☎
23
－
7
7
5
0

相　

談

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・
消

費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会

　

契
約
、
申
請
、
届

出
な
ど
の
相
談
か
ら

書
類
の
作
成
ま
で
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▽
日
時　

8
月
15
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

中
会
議
室

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部　

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

　

複
数
の
弁
護
士
と
福
祉
専
門
職

（
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）

が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、電
話
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
権

利
擁
護
に
関
す
る
法
律
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。

▽
相
談
日
時　

毎
月
第
3
火
曜
日

午
後
1
時
〜
4
時

▽
相
談
先

　

☎
0
7
8
－
3
6
2
－
0
0
7
4

　

FAX　
0
7
8
－
3
6
2
－
0
0
8
4

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
弁
護
士
会　

（
高
齢
者
・
障
害
者
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
）

　

☎
0
7
8
－
3
4
1
－
0
5
5
0

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護

な
ん
で
も
1
1
0
番

開
業
医
の
手
作
り

　
「
健
康
情
報

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

8
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

☎
0
1
2
0
－
9
7
9
－
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

☎
0
7
8
－
3
9
3
－
1
8
0
3

ろ
う
あ
者
悩
み
の
相
談
室

移
動
相
談

　

聴
覚
障
害
者
や
そ
の
関
係
者
か

ら
の「
結
婚
、育
児
、職
業
、教
育
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
、
ろ

う
あ
者
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。
手

話
通
訳
者
も
同
行
し
ま
す
の
で
、

日
ご
ろ
の
悩
み
を
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

8
月
18
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

▽
そ
の
他　

事
前
申
込
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
順

番
に
よ
り
、
待
っ

て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

そ
の
他

市
立
診
療
所
の
休
診
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

市
立
の
各
診
療
所
は
、

お
盆
の
期
間
、
次
の
と

お
り
休
診
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
森
本
診
療
所
☎
48
－
0
0
0
1

▽
休
診
日　

8
月
14
日（
金
）　

◆
神
鍋
診
療
所

　

☎
45
－
0
0
0
3

▽
休
診
日　

8
月
13

日（
木
）、
14
日（
金
）

◆
資
母
診
療
所
☎
56
－
0
3
0
3

▽
休
診
日　

8
月
13
日（
木
）、
14

日（
金
）

◆
高
橋
診
療
所
☎
55
－
0
0
3
6

▽
休
診
日　

8
月
13
日（
木
）、
14

日（
金
）

曜日 内　容

月 肝炎ウイルスキャリアの
妊娠・出産

火 睡眠時無呼吸症候群の歯
科治療

水 糖尿病の早期発見・治療

木 急に起こる血便

金土日 とびひ（伝染性濃
のう

痂
か

疹
しん

）

＜8月のテーマ＞

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

お詫びと訂正　7月10日号、2ページの ｢豊岡の夏祭り・イベント｣ の「柳まつり　8月1日(土)」の中の「花火募金抽選会」は「8月2日(日)」の誤りでした。お詫びし訂正します。
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▽
日
時
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
8
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

　

休
日
急
病
診
療

所
は
、日
曜
日
、祝

日
に
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
お

盆
も
診
療
を
行
い

ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
お
盆
の
診
療
日
時　

8
月
15
日

　
（
土
）・
受
付
時
間
：
午
前
9
時
〜

11
時
30
分
と
午
後
1
時
〜
4
時

30
分

※
診
療
日
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

休
日
急
病
診
療
所（
城

南
町　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）☎
23
－
9
2
1
9

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方（
所
得

制
限
に
よ
り
支
給
停
止
の
方
を
含

む
）は
そ
れ
ぞ
れ
現
況
届
・
所
得
状

況
届
を
提
出
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
に
よ
り
、
8
月
分
以
降

の
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
す
。
提

出
が
な
い
場
合
、8
月
分
以
降
の
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
所
得
が
限
度
額
を
超
え

る
た
め
、
手
当
の
支
給
停
止
が
予

想
さ
れ
る
場
合
も
届
出
が
必
要
で

す
。

▽
提
出
期
間　

8
月
11
日（
火
）〜

休
日
急
病
診
療
所

 

お
盆
の
診
療
の
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
と

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い

21
日（
金
）

▽
提
出
先　

社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

◆
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
と
生
計
を
共
に
で
き
な
い
18

歳
未
満
の
児
童（
20
歳
未
満
で
心
身

に
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
児
童

を
含
む
）を
養
育
し
て
い
る
母
、ま

た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
父
が
い
て
も
父
に
極
め

て
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
に
は

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
精
神

に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
が
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合

は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

▽
問
合
せ

･
児
童
扶
養
手
当
…
社
会
福
祉
課

生
活
援
護
係
☎
24
－
7
0
3
1

･
特
別
児
童
扶
養
手
当
…
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
－
7
0
3
3
ま
た
は
各
総

合
支
所
健
康
福
祉
課

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
制
度
を
8
月

3
日
か
ら
拡
充
し
ま
す
。

▽
融
資
限
度
額　

学
生
・
生
徒
1

人
に
つ
き
2
0
0
万
円
以
内
→

3
0
0
万
円
以
内

▽
返
済
期
間　

10
年
以
内（
交
通
遺

児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
は
11

年
以
内
）→
15
年
以
内（
交
通
遺

児
家
庭
ま
た
は
母
子
家

庭
は
18
年
以
内
）

▽
そ
の
他　

対
象
、
融
資

利
率
な
ど
の
詳
細
は
、「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎
0
5
7
0
－
0
0
8
6
5
6

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は

　

☎
03
－
5
3
2
1
－
8
6
5
6

▽
問
合
せ　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　

豊
岡
支
店
☎
22
－
4
3
2
7

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

制
度
拡
充
の
お
知
ら
せ

夏
の
ご
み
対
策

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
ご
み
に
関
す
る
質
問
の
う
ち
、

夏
に
多
い
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
で
完
全
に
解
決
で
き
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
実
践
さ
れ
、
大
き
な
効
果

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
併
せ
、

今
後
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

①
ご
み
の
に
お
い
や

汚
水
な
ど
の
対
策
は

　

生
ご
み
の
徹
底
し
た
水
切
り

が
効
果
的
で
す
。
夏
は
1
年
の

中
で
最
も
生
ご
み
が
出
る
時
期

で
す
。
生
ご
み
の
水
切
り
が
十

分
し
て
あ
る
と
、
焼
却
炉
の
燃

焼
効
率
も
上
が
り
、
二
酸
化
炭

素
が
大
幅
に
減
ら
せ
ま
す
。
ご

み
の
減
量
と
衛
生
対
策
の
た
め

に
、
生
ご
み
の
水
切
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

　

カ
ラ
ス
な
ど
の
被
害
対
策
は

　

露
天
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
も
、
防
止
ネ
ッ
ト
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
大
幅
に
カ
ラ
ス

な
ど
の
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
七
夕
飾
り
や
お
盆
の
お
供
え
物

な
ど
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

　

川
に
流
さ
ず
適
切
に
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。
最
終
的
に
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合
は
、

家
庭
ご
み
と
し
て
分

別
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
環
境

衛
生
係
☎
23
－
5
3
0
4

月　日 担当医師
（住所）

８ 

月

２日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

９日
（日）

国谷正史
（養父市八鹿町）

23日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

お詫びと訂正　７月10日号、表紙の ｢『豊岡市の幼稚園・保育所のあり方計画(案)』についての説明会を開催します｣ の【説明会日程表】の中の「７月26日(日)10：00～12：00」の開催場所は、「出石農村環境改善センター１階　多目的ホール」の誤りでした。お詫びし訂正します。



広報とよおか　2009.7.2531
FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

試　

験

初
め
て
の
方
で
も
目
と
耳
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
大
劇
場
で

見
る
の
も
い
い
で
す
が
、
永
楽
館

の
舞
台
で
役
者
が
と
こ
ろ
狭
し
と

動
く
迫
力
は
、ま
さ
に「
動
く
錦
絵
」

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
化
振
興
課　

　

☎
23
－
1
1
6
0

海
上
保
安
学
校
・

　

海
上
保
安
大
学
校
学
生

　
　
　

採
用
試
験
受
験
案
内

　

1
次
試
験
の
日
程
を
、
下
記
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

･
郵
送
ま
た
は
持
参
…
第
八
管
区

海
上
保
安
本
部
（
〒
6
2
4
－

8
6
8
6　

京
都
府
舞
鶴
市
字

下
福
井
9
0
1
）

　

☎
0
7
7
3
－
76
－
4
1
0
0

･
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
…
人

事
院
事
務
総
局
人
材
局
試
験
課

　

☎
03
－
3
5
8
1
－
5
3
1
1

･

学
校
学
生  http://w

w
w

.jinji-

　
shiken.jp/m

oushikom
i-s33.htm

l
･

大
学
校
学
生  http://w

w
w

.jinji-
　

shiken.jp/m
oushikom

i-s38.htm
l

･
桜
丸　

中な
か

村む
ら

壱か
ず

太た

郎ろ
う

･
松ま
つ

王お
う

丸ま
る　

坂ば
ん

東ど
う

薪し
ん

車し
ゃ

･
藤ふ
じ

原わ
ら

時の
し

平へ
い　

市い
ち

川か
わ

男お

女め

蔵ぞ
う

▽
見
ど
こ
ろ

　
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」は
、「
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
」

「
義
経
千
本

桜
」
と
な
ら

ぶ
歌
舞
伎
三

大
名
作
の
一

つ
で
、
菅
原

道
真
の
左
遷

か
ら
天
満
天

神
と
し
て
ま

つ
ら
れ
る
ま
で
を
描
い
た
全
五
段

か
ら
な
る
演
目
で
す
。

　

今
回
上
演
さ
れ
る
「
車
引
」
は

菅
原
道
真
の
三
つ
子
の
兄
弟
で
あ

る
梅
王
丸
・
桜
丸
・
松
王
丸
が
、敵

味
方
に
分
か
れ
て
争
う
場
面
で
す
。

梅
王
丸
が
花
道
か
ら
飛
び
六
方
を

踏
み
な
が
ら
現
れ
て
藤
原
時
平
の

車
を
止
め
、
見
得
を
切
り
ま
す
。

歌
舞
伎
演
出
な
ら
で
は
の
迫
力
あ

る
荒
事
の
見
せ
場
の
一
つ
で
す
。

▽
坂
東
薪
車
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト　

　
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」は
、
歌
舞

伎
の
三
大
名
作
の
一
つ
で
、
非
常

に
上
演
頻
度
の
高
い
演
目
で
す
。

「
車
引
」の
段
は
、海
外
で
も「
こ
れ

が
日
本
の
歌
舞
伎
」
と
紹
介
で
き

る
演
目
の
一
場
面
で
、
歌
舞
伎
が

　

8
月
4
日（
火
）〜
11
日（
火
）〔
7

日（
金
）・
8
日（
土
）は
休
演
〕に
公

演
す
る「
永
楽
館
大
歌
舞
伎
」の
演

目
の
1
つ「
菅す
が

原わ
ら

伝で
ん

授じ
ゅ

手て

習な
ら
い

鑑か
が
み

車く
る
ま

引ひ
き
」

を
紹
介
し
ま
す
。

▽
演
目　

菅
原
伝
授
手
習
鑑
車
引

▽
配
役

･
梅う
め

王お
う

丸ま
る　

片か
た

岡お
か

愛あ
い

之の

助す
け

　

年
間
を
通
し
て
発
生
し
て
い
る

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
爆
発
・
火
災

事
故
に
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
事
故
例

･
2
台
の
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
の
上

に
鉄
板
を
置
い

て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

中
、
ボ
ン
ベ
が
爆
発
し
た
。

･
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
、
炭
を
お

こ
し
て
い
た
ら
ボ
ン
ベ
が
爆
発

し
た
。

･
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
近
く
に
置
い
て

い
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
、
突

然
爆
発
し
た
。

･
台
所
で
、
使
用
済
み
の
ガ
ス
ボ

ン
ベ
の
ガ
ス
抜
き
を
し
て
い
た

ら
突
然
爆
発
し
た
。

▽
予
防
方
法

･
熱
せ
ら
れ
た
鉄
板
の
熱
や
着
火

し
た
炭
の
熱
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

熱
で
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
温
め
ら
れ

た
こ
と
が
原
因
で
爆
発
し
ま
す
。

コ
ン
ロ
を
2
台
以
上
並
べ
て
の

使
用
や
コ
ン
ロ
を
覆
う
よ
う
な

鉄
板
や
大
き
な
鍋
の
使
用
、
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
の
炭
や
練
炭

の
火
お
こ
し
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

･
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
ガ
ス
コ
ン

ロ
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
の

近
く
に
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

･
室
内
で
の
ガ
ス
抜
き
は
、
ガ
ス

が
充
満
し
て
ガ
ス
爆
発
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
ガ
ス
抜
き
は
、

必
ず
火
の
気
の
な
い
風
通
し
の

良
い
屋
外
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
中
身
は
、

L
P
ガ
ス
に
も
含
ま
れ
て
い
る

　

ブ
タ
ン
ガ
ス
が
主
成
分
で
す
。

「
燃
え
や
す
く
爆
発
し
や
す
い
危

険
物
」と
い
う
意
識
を
持
っ
て
取

り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
火
気
厳
禁
」と
表
示
さ
れ
て
い

る
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
や
医
薬
品
ス

プ
レ
ー
、
殺
虫
剤
ス
プ
レ
ー
も

同
様
に
注
意
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
消
防
署
予
防
係

☎
24
－
1
1
1
9

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

永
楽
館
大
歌
舞
伎
の

演
目
を
紹
介
し
ま
す

▲歌舞伎錦絵

申込方法 学校学生 大学校学生

受
付

郵送または持参 ８月４日（火）まで ８月27日（木）〜９月８日（火）
インターネット ７月28日（火）午後５時まで ８月27日（木）午前９時〜９月２日（水）午後５時

第
1
次
試
験

実施日 試験種目 実施日 試験種目

９月27日（日）
午前８時55分〜

（受付は、
午前８時30分〜）

船舶運航システム
課程

航空課程
情報システム課程
海洋科学課程

10月31日（土）
午後１時40分〜

（受付は、
午後１時10分〜）

 学科試験

教養試験
作文試験

教養試験
学科試験

11月１日（日）
午前９時15分〜

 教養試験
 学科試験

第1次合格者発表 10月14日（水） 12月11日（金）



　「うちどく（家読）」のススメ！
　「朝の読書」は、多くの学校で行われていますが、一方、家庭ではいかがでしょうか。家族みんな
で本を読もう、同じ本を読んで感想を語り合おう、というのが、「うちどく」運動です。子どもたち
が夏休みのこの時期、家庭でも本の楽しさに触れてみてください。
　図書館でも、夏休み向けの行事が盛りだくさんですので、ぜひ、お越しください。

今月の本

日 曜日 時間 場所 行　事　名
1 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ！「ひゅ～どろろろ～ おばけだゾ～ッ」
2 日
3 月 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室2

13：30～ 手作り絵本教室2
4 火 （休館日)
5 水 10：30～ 出石 えほんのとびら

6 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
城崎 夏休み子ども点字教室①

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご

7 金 10：30～ 竹野 トライやる先生の読み聞かせ
但東 おはなしのもり

11：00～ 城崎 おはなしひろば

8 土 10：30～ 城崎 おはなしのこべや
日高 絵本からのおくりもの

11：00～ 但東 えほんのじかん（合橋地区公民館）
9 日 10：00～ 本館 リサイクルブックフェア

10 月 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室③
13：30～ 手作り絵本教室③

11 火 （休館日)
12 水 13：00～ 本館 としょかん映画会「ピノキオ」

14：40～ としょかん映画会「ピーターパン」
13 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会

城崎 夏休み子ども点字教室2
14 金
15 土
16 日 13：20～ 本館 第５回古文書講座（初級）

15：00～ 第５回古文書講座（中級）
17 月 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室④
18 火 （休館日)
19 水 13：30～ 本館 手作り絵本教室④

20 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
城崎 夏休み子ども点字教室③

14：00～ 但東 子ども♪ルンルン工作
21 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば

22 土
10：30～

竹野 土曜おはなしのへや
日高 絵本からのおくりもの
出石 おはなし会
但東 おはなしのもり

14：00～ 本館 おはなし会
15：00～ 但東 切り紙Ａｒｔ

23 日
24 月 13：30～ 本館 手作り絵本教室⑤
25 火 （休館日）
26 水
27 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
28 金
29 土
30 日 10：30～ 日高 おはなし会
31 月 （休館日）

＜ 一 般 ＞
八月のトルネード
阿部珠樹　著（ＫＫベストセラーズ）

※詳細は、各館へ問い合わせください。

　暑い夏、熱い戦い。「夏は野球」と
いう方に。

＜ 児 童 ＞
ベンジーのふねのたび
Ｍ.Ｂ.グレアム　作（福音館書店）

　家族旅行に連れて行ってもらえな
かった犬のベンジーが、港に停泊中
の船に乗り込んで冒険へ出発。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

８月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

８月の行事予定
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8 月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

絵本の読み聞かせの会
日　時 20日（木）午前10時30分～11時
場　所 日高子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

子育てミニ講話
日　時 27日（木）午前10時30分～11時
場　所 日高子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 こころとからだ、どんなふうに成長するの？

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日・水（午後）曜日休館

ダンボール箱で遊ぼう（児童館合同）
日　時 ５日（水）午前10時00分～11時30分
場　所 出石子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者、幼稚園児、小学生
内　容 ダンボール箱を使って工夫しながら遊びます

わらべうた＆折り紙遊び
日　時 19日（水）午前10時30分～11時30分
場　所 出石子育てセンター
対　象 就学前の幼児と保護者、きょうだい
内　容 わらべうた遊びの後、折り紙で「トトロ」を作ります

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東中央体育館）土（午後）・日・月曜日休館

手作りおもちゃ
日　時 19日（水）午前10時～11時30分
場　所 但東子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 プールや風呂に浮かべて遊ぶおもちゃを作ります
持ち物 四角型ペットボトル（500㎖）１本

母親交流会
日　時 20日（木）午前10時～11時30分
場　所 但東子育てセンター
対　象 生後４カ月ごろまでの親子、妊婦
内　容 ママ友達を作ろう。計測、産前産後の健康生活について

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ ３日（月）、27日（木）午前11時～

2おやこふれあいたいむ 24日（月）午前10時30分～
場　所 子育て総合センター　ふれあい広場
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　2紙芝居やお手玉で遊ぶ
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

なかよし広場
日　時 20日（木）午前9時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター2階）土・日・月曜日休館

遊ぼう会
日　時 ６日（木）午前10時30分～11時30分
場　所 城崎幼稚園　園庭
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 水遊び（ビニールプール）
持ち物 水着・お茶・着替え・手持ちのおもちゃ

親子運動遊び
日　時 ８日（土）午前10時30分～11時30分
場　所 城崎子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野児童館内）土（午後）・日・月曜日休館

手作り絵本に挑戦！！
日　時 ４日（火）午前10時～11時30分
場　所 竹野子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者、小学生
内　容 世界で一冊しかない本を自分で作ろう
講　師 桐月由紀さん
準備物 ハンカチ、物差し（30cm）
申込期限 ７月3１日（金）

わいわいコーラス
日　時 11日（火）・９月８日（火）午前10時～11時30分
場　所 竹野子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者（小学生も参加可）
内　容 童謡やなつかしい歌をピアノに合わせて合唱

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！
日　時 ２日（日）午前10時30分～11時
場　所 日高子育てセンター　子育てホール
対　象 就学前の乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び、手遊び、体操

すくすくまつり
日　時 21日（金）午後5時～7時
場　所 竹野子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と保護者、地域の親子
内　容 200円チケットでたこ焼き、かき氷などが楽しめる

お母さんの手作り広場Ⅰ
日　時 ９月４日（金）午後１時30分～３時30分
場　所 子育て総合センター　子育て学習室
対　象 子育て中の保護者　10人(先着順)
内　容 牛乳パックでいすを作ろう！
準備物 牛乳パック（１ℓサイズ20本）、ボンド、布、はさみ　など
募集期間 ８月10日（月）～27日（木）

絵本の読み聞かせ
日　時 27日（木）午前10時30分～11時00分
場　所 城崎子育てセンター
対　象 就学前の乳幼児と母親、妊婦
内　容 子育てセンター職員による絵本の読み聞かせ

パパとあそぼうデー
日　時 22日（土）午前10時30分～11時20分
場　所 子育て総合センター　子育て学習室
対　象 就学前の乳幼児と父親（母親、きょうだいの参加可）
内　容 サーキット遊び、パネルシアター

おやこっこ運動遊び
日　時 31日（月）午前10時30分～11時45分
場　所 子育て総合センター　子育て学習室
対　象 幼稚園、小学校低学年の幼児・児童と保護者　15組（先着順）
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
申込期間 ８月10日（月）～27日(木)

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

広報とよおか　2009.7.2533



施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館)

■市民の第九（市制５周年記念）
　　　京都市交響楽団・（指揮）大友直人

　11月７日（土）　
　　開演15：30（開場15：00）
◇入場料　指定席3,500円、自由席一般3,000円、
　　　　　高校生以下1,500円（友の会は300円引き､
　　　　　当日券は500円増）
◇チケット発売日
　友の会７月25日（土）　一般８月１日（土）

　８月１日（土）〜16日（日）
　　9：00〜22：00（最終日は17：00まで）
◇場　所　交流サロン　◇入場料　無料

■第７回 アカペリンピックｉｎとよおか
　８月８日（土）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般500円
　　　　　高校生以下無料
　　　　　（友の会は300円
　　　　　引き）
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■10th Anniversary
 Mai Kuraki

Live Tour 2009"BEST"
　８月23日（日）
　　開演17：30（開場17：00）
◇入場料　全席指定
　　　　　一般6,000円
　　　　　（友の会は300
　　　　　円引き､当日
　　　　　券は500円増）
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）
※グッズ販売のため16：30にロビーを開放します。

倉木麻衣

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､ 城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼこ
ホール、但東市民センターでも購入できます。

■『原爆と人間展』
　（立命館大学国際平和ミュージアム提供）同時開催

■｢祈り-1945｣
平和を願う朗読劇・豊岡2009

　ヒロシマ・ナガサキの
原爆の記録の手記や詩
歌で構成したオリジナル
台本で上演する朗読劇で
す。市民公募の実行委員
会が制作から朗読までを
手がけ、賛同のメッセー
ジも展示します。
　また、「原爆と人間展」も同時開催します。

　８月８日（土）　開演19：00（開場18：30）
　　　９日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下 無料（ただし、無料入場券
　　　　　が必要）
◇託　児　託児（１歳半〜就学未満）を希望の方は、
　　　　　７月30日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

市民会館
☎23−0255  FAX 24−0952 （火曜日休館)

■秋元順子コンサート
　10月４日（日）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定
　　　　　Ｓ席5,500円、
　　　　　Ａ席5,000円
　　　　　（友の会は300
　　　　　円引き､当日
　　　　　券は500円増）
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

　８月19日（水）
　　10：30〜11：00　人形劇「風が吹くとき」
　　11：10〜11：40　児童劇「ハッピーバースディ」
◇場　所　ほっとステージ
◇対　象　１歳半〜就学未満と保護者
◇入場料　無料（入場整理券が必要）
　　　　※入場整理券は、下記のチケット販売所の

ほか各子育てセンターで配布します。
◇問合せ　豊岡市民プラザ、子育て総合センター
　　　　　☎24-4604

■｢おいで、おいで　観においで！｣
　（神戸大学児童文化研究会豊岡公演）

　８月22日（土）　開演13：30（開場13：00）
◇場　所　ほっとステージ　◇入場料　無料

■第６回 高校生バンド☆バトル
　今年も地元高校生バンドの熱い戦いが繰り広げら
れます。高校生のパワフルなステージをぜひご覧く
ださい。

　８月30日（日）　開演19：00
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ドラマ・リーディング体験講座
　　　　　「ゆうゆうクラス」のメンバー
◇内　容　「あ・うん」  作・向田邦子
◇入場料　無料

■サロン d
ド

e 『読みしばい』Vol.8
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平成21年７月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

合　計   89,753人 （－23人）

男　性   42,919人 （－ 4人）

女　性   46,834人 （－19人）

世帯数   32,114世帯（＋39世帯）

8月の主な行事
AUGUST

平成21年

₁₄（金）

₁₅（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）

₁₆（日）

₁₇（月）子どもの野生復帰大作戦「但東わくわくキャンプ」  （13：00～子ども自然村 但東町平田、～19日）

₁₈（火）

₁₉（水）手づくりおもちゃ（10：00～但東子育てセンター）わらべうた＆折り紙遊び
（10：30～出石子育てセンター）

おいで、おいで、観においで！（人形劇10：30～、
  児童劇11：10～豊岡市民プラザ）

₂₀（木）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）母親交流会（10：00～但東子育てセンター）
絵本の読み聞かせの会

（10：30～日高子育てセンター）

₂₁（金）すくすくまつり（17：00～竹野子育てセンター）

₂₂（土）パパと遊ぼうデー（10：30～子育て総合センター）第６回高校生バンド☆バトル
（13：30～豊岡市民プラザ）

ふるさと発掘展講座「アメノヒボコ　遺跡
と伝承」（13：30～日高農村環境改善センター）

₂₃（日）ふるさと発掘展「遺跡ウォーク」（10：00～出石町内）
倉木麻衣ライブツアー2009“ＢＥＳＴ”

（17：30～市民会館）

₂₄（月）おやこふれあいたいむ（10：30～子育て総合センター）

₂₅（火）

₂₆（水）

₂₇（木）絵本の読み聞かせ（10：30～城崎子育てセンター）子育てミニ講話（10：30～日高子育てセンター）
ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）
城崎灯

とう

篭
ろう

流し（18：00～城崎温泉街）

₂₈（金）

₂₉（土）土曜記録会（10：00～豊岡市総合スポーツセンター陸上競技場）
おはなし広場（10：30～子育て総合センター）

₃₀（日）第30回記念兵庫神鍋高原マラソン全国大会（8：20～県立但馬ドーム）
サロンd

ド

e「読みしばい」vol.８
（19：00～豊岡市民プラザ）

₃₁（月）

₁（土）城崎温泉夏物語（城崎温泉街、～27日）第17回企画展ふるさと発掘展「アメノヒボコの考古学」
（但馬国府・国分寺館、～9月6日）

伊藤清永美術館開館20周年特別展「風の画家 中
島 潔の世界展～日本のこころ　ふるさとの詩

うた

」
  （伊藤清永美術館、～9月6日）
第45回企画展「チベットタンカ」
  （日本・モンゴル民族博物館、～9月8日）
『原爆と人間展』（豊岡市民プラザ、～16日）
おはなし広場（10：30～子育て総合センター）
柳まつり（豊岡駅通りほか、～2日）
加橋かつみ・真木ひでと＆ザ・マイティマウスＧＳフェ
スティバル（18：30～出石文化会館ひぼこホール）

₂（日）パパと遊ぼうＤ
デ ー

ＡＹ！（10：30～日高子育てセンター）
宝さがし
（11：00～切浜海水浴場、13：30～竹野浜・弁天浜海水浴場）
ふるさと発掘展講座「アメノヒボコ　遺跡と伝承」

（13：30～日高農村環境改善センター）
神鍋火山まつり（18：00～神鍋山周辺）

₃（月）ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₄（火）手作り絵本に挑戦‼（10：00～竹野子育てセンター）永楽館大歌舞伎（16：00～出石永楽館、～11日）
城崎温泉ふるさと祭り（18：00～城崎温泉街）

₅（水）ダンボール箱で遊ぼう  （10：00～出石子育てセンター）

₆（木）遊ぼう会（10：30～城崎子育てセンター）

₇（金）

₈（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）親子運動遊び（10：30～城崎子育てセンター）
ふるさと発掘展体験イベント「古代船ペー
パークラフト」とビデオ「天

あめのひぼこ

日槍」上映
（13：30～但馬国府・国分寺館）

第７回アカペリンピックinとよおか
（18：00～市民会館）

「祈り-1945」平和を願う朗読劇・豊岡2009
（19：00～豊岡市民プラザ）

₉（日）「祈り-1945」平和を願う朗読劇・豊岡2009（14：00～豊岡市民プラザ）

₁₀（月）

₁₁（火）わいわいコーラス（10：00～竹野子育てセンター）
出石藩夏まつり「ゆらぎの廻

かい

廊
ろう

」
（出石市街地一帯、～15日）

₁₂（水）出石城跡で野外映画会「旭山動物園物語」（19：40～出石城跡）

₁₃（木）出石城跡で野外映画会「おくりびと」（19：40～出石城跡）

ひ
と
り
ご
と

広報とよおか　2009.7.2535



広報とよおか　2009.7.25 36
Trademark of American Soybean Association

「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

〒
6
6
8
I
8
6
6
6

兵
庫
県
豊
岡
市
中
央
町
2
番
4
号

U
R
L http

：//w
w
w
.city.toyooka.lg.jp

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣

●
発
行
／
豊
岡
市　

●
編
集
／
政
策
調
整
部
秘
書
広
報
課

☎
0
7
9
6
I
23
I
1
1
1
1　

FAX 

24
I
2
5
7
5

市
長
室
FAX 

24
I
1
0
0
4

（
総
合
支
所
）　　
　
　
　

・
城
崎
☎
32
I
0
0
0
1

・
竹
野
☎
47
I
1
1
1
1
・
日
高
☎
42
I
1
1
1
1

・
出
石
☎
52
I
3
1
1
1
・
但
東
☎
54
I
1
0
0
0

　神社は、初詣でや宮参り、七五三、新車の安全祈願など、新たに何かを始めるときにお参りに行
くことが多いですが、その建物をしげしげと眺めたことはないと思います。神社の造りがどうなっ
ているのか、本殿の建築様式を中心に見ていきましょう。
　神社は、参拝や祈

き

祷
とう

をする「拝殿」の奥に、御
ご

神
しん

体
たい

をまつる「本殿」が建てられています。本殿は神
聖な場所とされているため、垣で囲まれていたり、覆

おおい

屋
や

があったりして普段は見ることができなく
なっていることもあります。

「神社建築」（その１）

　昨年行った市民広報アンケートでの要望に応え
た新企画です。
　今回から、シリーズで、豊岡の文化財を紹介し
ます。皆さんの身近にある文化財を見ていきま
しょう。　　　　 《問合せ》文化振興課☎23-1160

酒
さ か

垂
た る

神社本殿（国指定）法花寺 中
な か

嶋
し ま

神社本殿（国指定）三宅

久
く

久
く

比
ひ

神社本殿（国指定）下宮

歴史 探訪
～文化財を巡る～❶

  語句の解説

・一間社
・流造

・こけら葺

・桧皮葺

・蟇股

・斗栱


